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付録論文「フランチェスコ・カミッリアーニの初期活動と 


































2 『 』は書名、《 》は作品名、「 」は概念や強調、引用文等（ただし引用文内での概念や強調に






































して用いる「壁面型」、1 体の彫像を中心の高い位置に配する「中央像屹立型」、大円形水盤を 1 点用い
て構成するため古代ギリシア時代の酒杯の形状に近づく「キュリクス型」、中央に設けた小島の周囲を彫
像群が飾る「島嶼型」（通称イゾロット）、多孔質石灰石を用いてつくられた人口洞窟
グ ロ ッ タ
あるいは自然の岩
山を模した小島を設ける「ルスティカ型」である。 
 なお本論文が扱う 7基の噴水のうち 5基は、ワイルズによって適切に類別されている̶̶すなわちカ
                                            



































                                            
2 Kriegbaum 1928; Exh.cat. Firenze 1940; Heikamp 1978. 
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 なお本論文では、コジモ 1世による委嘱が確実な噴水 7基を考察対象とし、君主の権威を次代のフラ
ンチェスコ 1世に委譲した 1564年以降に計画された噴水については除外した。 
                                            














































1 コジモ 1世 
 
1-1 フィレンツェ公国の誕生とコジモ 1世の即位 
 

















                                                      
1 後にベネデット・ヴァルキ（1503-1565年）は著書『フィレンツェ史』（1527-1538年執筆、1721年初刊）のなかで、





































 1521 年にレオ 10 世が死去すると、オランダ出身のハドリアヌス 6 世が教皇の座に就いた5。






4 Chastel 1964, p. 17; 北田 2003, 20頁. 


















戦は 10ヶ月に及んだが、1530年 8月 12日にフィレンツェは降伏し、政権は再びメディチ派を
含む有力市民のもとに返されたのである。 
 共和国政府の指導者や支持者は徹底的に処罰され、1530年 10月 28日、メディチ家兄脈の直









                                                      







て同年 5月 11日に再び蜂起した。ローマ劫掠については、Chastel 1984を参照。 
9 バルセロナ条約を指す。 




12 北田 2003, 28頁. 
13 北田 2003, 28頁. 公爵位は世襲とされた。 
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ーによって構成された。1547 年から 1560 年までの記録では、書記官の総数は約 10 人から 20
人ほどの不定人数であり、例としてレリオ・トレッリ、フランチェスコ・カンパーナ、ピエル
フランチェスコ・リッチョらを挙げることができる。彼らはコジモ 1世のブレーンの立場にあ
                                                      
14 暗殺の理由は依然として不明瞭である。Diaz, p. 65. 
15 Varchi 1838; 北田 2003, 32頁以降; 松本 2006, 6-8頁. 
16 北田 2003, 34頁. 
17 北田 2003, 47頁. 

































                                                      
19 例えばリッチョの職務については、「病気のライオンの世話から公爵と枢密顧問団の間の仲介役まで」とされた。
Fragnito 1986, p. 35. 
20 リッチョについては、Fragnito 1986; Cecchi 1998を参照。 
21 法令や布告については北田 2003, 47頁以降を参照。 
22 松本 2006, 11-12頁. 
23 フィレンツェ公国の産業については松本 2006, 51-74頁を参照。 




















 シエナ領の譲渡に関しては、皇帝カール 5世とスペイン王フェリペ 2世が難色を示したため






1-3 統治権の委譲と大公位の獲得  
 






                                                      
25 最終的にピオンビーノ公国は、1552年 8月に皇帝よりコジモ 1世の手に再譲渡された。松本 2006, 13-14頁. 
































































 こうして同年 12 月 16 日に行われたジョヴァンナのフィレンツェ入市式を皮切りに、2 日後








 こうした軍備増強や公国の栄華の対外的アピールと並行して、コジモ 1世が 1560年以降戦略
的に進めていたのは、大公位の獲得に向けた努力であった。イタリアのすべての君主を陵駕す
                                                      
31 Diaz 1976, p. 185; 北田 2003, 66-67頁. 

























 教皇庁に対するこうした親和政策が功を奏し、最終的にコジモ 1世は 1569年 8月 27日にピ
ウス 5 世から大公位を授与されるに至る。1569 年 12 月にはピッティ宮殿にて教皇勅書が交付






                                                      
33 ピウス 4世により、コジモ 1世の息子ジョヴァンニが枢機卿に選出されたほか、教皇使節をフィレンツェに常駐
させる措置が採られた。北田 2003, 68頁. 
34 1567年、カルネセッキはローマの異端審問所により有罪判決を受けた後、死刑に処されている。 
35 北田 2003, 69頁. 
36 トスカーナ大公位は教皇によって授与されたものの、周辺国家による認可には時間を要した。とくに神聖ローマ
皇帝がこの称号を認めるのは、コジモ 1世が死去した翌年の 1575年を待つことになる。 
 16 


































                                                      
37 中世の取水状況については、第 2章第１節にて後述する。 











































所有権が渡り、その息子コジモ 1世は 1526年にこれを相続した。その後 10年近くは母マリア・サルヴィアーティ
の管理下にあったものの、1530年代半ば頃にはコジモ 1世が実質的な所有権を握っていたものと考えられる。コジ
モ 1世以前の同地の所有者の変遷については、Wright-d 1976, pp. 8-29を参照。 
41 Vasari 1568, vol. 5, pp. 459-460.［抄訳：『美術家列伝』第 4巻、336頁］ 
42 この古代水道は 5世紀まで使用されていたが、それ以降は実質的に利用されていなかったものとみられる。Ferretti 

































                                                      
43 ロレンツォとジョヴァンニが同地を購入した背景には、彼らの後見人であったロレンツォ・イル・マニフィコに
よる提言があった。 
44 Wright-d 1976, p. 148. 
45 Vasari 1568, vol. 5, pp. 459-460.［抄訳：『美術家列伝』第 4巻、336頁］ 
46 コジモ 1世に所有権が移る以前のカステッロの邸宅を含む敷地の状況と所有権の変遷については、Wright-d 1976, 
pp. 12 ff.を参照。 



































                                                      
48 Vasari 1568, vol. 5, p. 463［抄訳：『美術家列伝』第 4巻、337頁］ 
49 Wright-d 1976, pp. 94-96. 







































































                                                      
54 Vasari 1568, vol. 5, p. 471［抄訳：『美術家列伝』第 4巻、342頁］ 
55 この事業が進められていた 1529年時点でのサン・ガッロ門を含む地区における河川工事について、ベネデット・
ヴァルキが言及している。Varchi 1838, vol. 1, p. 109, vol. 2, p. 79.  
56 『ラジョナメンティ・アカデーミチ』は、バルトリが 1542年から 1548年にかけてアカデミア・フィオレンティ
ーナで行ったダンテの『神曲』に関する 5つの講義をもとに再編集されたものであり、各講はバルトリを含む 3人
の話者による対話形式で展開される。5つの講義は、1542年 1月 8日、1542年 12月 17日、1544年 1月 25日-同年
3月 9日、1547年 7月 10日、1548年 3月 12日-同年 5月 13日に行われた。1567年にヴェネツィアで出版されたが、



































                                                                                                                                                                             
る。Bryce 1983, pp. 253-254; Davis 1975, p. 266. 
















は 1542年 6月にはすでに建設が進められており、翌 1543年には稼働していた60。その後 10年











                                                      




vol. 5, p. 472［抄訳：『美術家列伝』第 4巻、342頁］ 
60 Archivio Ospedale degli Innocenti di Firenze, 5424, cc. 145v, 183 (Memoriale); Ferretti 2016, p. 100, n. 131.  
61 Archivio Ospedale degli Innocenti di Firenze, 6861, cc. 242-245; Fubini 2002, p. 55, n. 93; Ferretti 2016, p. 100, n. 132. 
62 1551年 12月付、公国の書記官ピエル・フランチェスコ・リッチョからクリスティアーノ・パーニ宛の書簡には、
このとき既にルイスが庭園の整備を開始している旨が記されている。A. S. F., Mediceo del Principato, f. 406, c. 617; 
Zangheri 1999, p. 19, n. 8. 














たちで、水路整備が進められたものと考えられるのである。史料の上では、1552 年 12 月から






















                                                      
64 フェッレッティは、1551年のルイスによる敷地の入手自体がムニョーネ河からの取水に関連してなされた決定で
あったとみている。Ferretti 2016, p. 102. 
65 Jonietz 2011, p. 311. リカーゾリ庭園のための《ネプトゥヌス》については、本論文別冊付録の拙稿を参照。 
66 リカーゾリ庭園に「人工のパルナッソス山」を造るというバルトリの構想が、ルイスの庭園装飾において擬人像
《パルナッソス》の制作に繋がったと考えられる。この議論については、第Ⅳ章第 1節第 3項にて後述する。 
67 A. S. F., Scrittoio delle Regie Possessioni, 4136, c. 28; Tchikine 2010, p. 229, n. 39. 
68 Ferretti 2016, p. 92. 
69 Bocchi-Cinelli Calvoli 1677, p. 17; Del Migliore 1684, p. 239.  































2-3 南部の水脈：ピッティ宮殿とボーボリ庭園の整備  
 
 先立つ項にて、都市部に水を供給するためにコジモ 1世時代に整備された北部の水脈、すな
                                                      
71 本項の前半で抄訳引用したバルトリの『ラジョナメンティ・アカデーミチ』の一節および註 57を参照。 
72 Ferretti 2016, p. 90. 
73 Biblioteca Nazionale Centrale di Firenze, Ms. Targioni Tozzetti, 56, I, cc. 32rv; Micheli 1748, p. 16, n. 12; Rinaldi 1997, pp. 
15, 304, n. 46; Ferretti 2016, pp. 88-89. 







さらに同年 5月には庭園の東側に位置する 74スタイオーラの土地76を、次いで 1551年 12月に
は南東側に位置するベルヴェデーレ要塞の下、市壁によって区画される 56スタイオーラの石切


















ニ家の管理下にあった（fig. I.2.16）80。後者は、アルチェトリ丘陵の西斜面に注ぐ海抜 135 メ
ートルの水源であり、デッラ・ルーナ家の所有下にあった（fig. I.2.17）81。ボーボリ庭園はこ
                                                      
75 1スタイオーラは 525平方メートルに相当する。すなわち 146スタイオーラは 7.665ヘクタールに相当する。
Lambertini-Tamantini 2013, p. 14. 
76 3.885ヘクタール相当のこの土地は、サンタ・フェリチタ聖堂付属修道院の所有であった。Rinaldi 1991, p. 19; A. S. 
F., Scrittoio delle Fortezze e Fabbriche, Fabbriche Medicee, f. 68, Libro di ricordi e conti di Eleonora di Toledo, 1551-1554, 
cc. 25v-26. 




78 Lambertini-Tamantini 2013, p. 14. またヴァザーリは、ピッティ宮殿を購入した直後に公爵からトリーボロに庭園




相当）の水を蓄えることが出来た。Lambertini-Tamantini 2013, p. 57, n. 12. 
80 Lambertini-Tamantini 2013, p. 14. 
81 なお、デッラ・ルーナ宮殿の隣にはバルドゥッチョ宮殿が建っていたことから、とくに 1554年から 1555年に記
録された史料上においては、サン・レオナルド水源からの取水を示す語彙として、「サン・ジョルジョ門の外、バル
ドゥッチョ宮殿の下を通る水道管」や「バルドゥッチョ宮殿からフィレンツェ郊外に流れる水」と記される場合が




























                                                                                                                                                                             
Fabbriche, n. 15, bobina 1, Firenze (Giardino di Boboli), scala di braccia 30 fiorentine, s. d.; Lambertini-Tamantini 2013, p. 
14, p. 57, n. 15. 
82 メディチ家のローマ大使アヴェラルド・セッリストーリは 1550年 11月 30日の書簡（A. S. F., Serristori, Famiglia, 
422, c. n. n.）で、セッリストーリ家がこの丘陵地帯の利用を希望している旨を伝えている。この地域の豊かな水脈は、
同時期にサン・ミニアート要塞においても利用されていた。Ferretti, 2016, pp. 105-106. 
83 ボーボリ庭園でのバンディネッリの活動については、第Ⅲ章第 3節にて検討する。 
84 註 79を参照。 
85 1551年 1月 25日付、公国の監督官ルカ・マルティーニからバンディネッリ宛の書簡に、バンディネッリに委ね
られていたボーボリ庭園のための噴水に供給される水量が明記されている（Waldman 2004, pp. 454-455, doc. 787）。
50バリーレは 2279.2リットルに相当する。 
86 《ネプトゥヌスの噴水》については第Ⅳ章第 3節にて検討する。 
87 1553年（表記上はフィレンツェ暦の 1552年）1月 23日付の契約書（A. S. F., Miscellanea Medicea, f. 580, Stato 
Patrimoniale della Casa Reale di Toscana, tomo 3, Somario de’ contratti, disposizioni, et ultime volontà dell’agnati della 
serenissima casa di Toscana. Ridotti sotto ciascuna persona di detti agnati secondo l’annessa nota de quali fino ad ora si è 
avuto notizia: Cosimo di Giovanni di Giovanni Gran Duca di Toscana, Acqua per condurre in Boboli donata a Sua Eccellenza, 
Notaro Ser Giovanni di Sigismondo Conti, contratto n. 331, c. 173）による。Conforti 1992, p. 88 n. 8; Ferretti 2016, p. 109; 
Lambertini-Tamantini 2013, pp. 14-15. 
88 1553年 12月には、庭園の南側に到達した水路を庭園へ通すために市壁に穴を穿つ作業に従事した石工に対して、




（fig. I.2.20）。フォルティーニは、1551年 4月 17日より庭園中央の草地へ取水するための基礎
工事に着手していた89。1553 年 8 月には、サン・ジョルジョ門の外側に水路を設けるための側
溝が掘削され90、さらに翌月には庭園中央の草地の下にて水路配備のための作業が進められて
いた91。そして 1553 年 12 月に 2 つの水源から引かれた水路が庭園の南側で合流して市壁に到
達すると、1554 年 1 月から 2 月には庭園内で少なくとも 70 ブラッチャの長さの水路が建設さ

















                                                                                                                                                                             
conti di Eleonora di Toledo, 1551-1554, cc. 63rv; Lambertini-Tamantini 2013, p. 17. 
89 A. S. F., Scrittoio delle Fortezze e Fabbriche, Fabbriche Medicee, f. 68, Libro di ricordo e conti di Eleonora di Toledo, 
1551-1554, c. 36v.  
90 A. S. F., Scrittoio delle Fortezze e Fabbriche, Fabbriche Medicee, f. 68, Libro di ricordi e conti di Eleonora di Toledo, 
1551-1554, cc. 56v, 57r; Lambertini-Tamantini 2013, p.17. 
91 A. S. F., Scrittoio delle Fortezze e Fabbriche, Fabbriche Medicee, f. 68, Libro di ricordi e conti di Eleonora di Toledo, 
1551-1554, cc. 57rv; Rinaldi 1991, p. 24; Lambertini-Tamantini 2013, p. 17. 
92 この水路に用いた石灰の支払い記録が現存する（1554年 1月 13日、同年 2月 17日、同年 2月 28日）。なお 70
ブラッチャは約 40メートルに相当する。A. S. F., Scrittoio delle Fortezze e Fabbriche, Fabbriche Medicee, f. 68, Libro di 
ricordi e conti di Eleonora di Toledo, 1551-1554, cc. 64v, 66v-67r; Lambertini-Tamantini 2013, p. 17. 
93 A. S. F., Scrittoio delle Fortezze e Fabbriche, Fabbriche Medicee, f. 2, Libro di ricordi e conti di Eleonora di Toledo, 
1552-1572, cc. 152, 157. 
94 Lambertini-Tamantini 2013, p.19. 
95 A. S. F., Scrittoio delle Fortezze e Fabbriche, Fabbriche Medicee, f. 68, Libro di ricordo e conti di Eleonora di Toledo, 
1551-1554, c. 67. マダマの小洞窟の装飾については、第Ⅲ章第 3節にて後述する。 




97 Lambertini-Tamantini 2013, p. 21. 
98 Lambertini-Tamantini 2013, p. 20. 
 29 
年にはジョヴァンニ・ファンチェッリによる彫像《樽を空ける農夫》(fig. I.2.21)と古代石棺を











2-4 シニョリーア広場への取水  
 
 前項にて、1550年代前半に行われたアルノ河対岸





 1553 年 12 月にボーボリ庭園の南の境界に到達した水路を、ピッティ宮殿内の給水を経てさ
らにヴェッキオ宮殿へ伸ばす工事は、ボーボリ庭園内の水路整備とほぼ同時並行して開始され
たようである。すなわち 1554年 11月 26日には、ヴェッキオ宮殿へ向かう水路建設に用いるた








                                                      
99 ジョヴァンニ・ファンチェッリの《樽を空ける農夫》は、1553年から 1556年の間にバンディネッリの素描に基
づいて大理石で仕上げられたとされる等身大の彫像である。本作品は、1580年代にプラトリーノのヴィッラに移設
されたものの、1773年にはボーボリ庭園に戻された。Capecchi-Pegazzano-Faralli 2013, p. 173, tav. 21a. 
100 A. S. F., Fabbriche Medicee, 1552-1572, cc. 101v, 103r; Allegri-Cecchi 1980, p. 222. 
101 この作業に従事した左官や石工、真鍮細工師への複数の支払い記録が残されている。A. S. F., Scrittoio delle 
Fortezze e Fabbriche, Fabbriche Medicee, f. 68, Libro di ricordi e conti di Eleonora di Toledo, 1551-1554, c. 76（1554年 11
月 24日）; A. S. F., Scrittoio delle Fortezze e Fabbriche, Fabbriche Medicee, f. 2, Libro di ricordi e conti di Eleonora di Toledo, 
1552-1572, cc. 12, 102, 109, 115, 126, 138（1555年 1月 19日、1554年 11月 24日、1555年 3月 12日、同年 4月、同
年 6月 15日～11月 19日）; Lambertini-Tamantini 2013, pp. 19-20.  
102 1555年（表記上はフィレンツェ暦 1554年）1月 12日および同年 3月 21日に、側溝の掘削作業に従事したアン
ドレア・ディ・ミケーレ・ディ・ジョヴァンニに支払いがなされている。A. S. F., Fabbriche Medicee, 1552-1572, cc. 97r, 
113r; Allegri-Cecchi 1980, p. 222. 
103 この作業に従事した職人として、少なくともニッコロ・ダントニオとアンドレア・ディ・ミケーレ・ディ・ジョ
ヴァンニが確認される。A. S. F., Fabbriche Medicee, 1552-1572, cc. 107v-109r, 113r, 114v-115r; Allegri-Cecchi 1980, p. 
222. 1554年 11月以降の水路延長事業については Ferretti 2016, pp. 110 ff.も参照。 






















                                                      
105 アンマンナーティの《ユノの噴水》については、第Ⅳ章第 1節にて後述する。 






た。ヴェロッキオがカレッジに造営した本ブロンズ像を用いた噴水については、Wiles 1933, pp. 8-9を参照。 
107 《ユノの噴水》に関する現存の初見史料は 1555年 10月 29日のもので、これ以降 1556年 2月 29日までの間に、
フランチョーネ・ディ・ジョヴァンニ・ダ・カッラーラがこの噴水に用いるための大理石を運搬している。A. S. F., 
Fabbriche Medicee, 1552-1572, Libro debitori e creditori segnato C, tenuto da Tanai de’Medici e iniziato il 6 gennaio 1553
（表記上はフィレンツェ暦 1552年）, c. 148v; Heikamp 1978, p. 154; Allegri-Cecchi 1980, p. 225. 




109 A. S. F., Scrittoio delle Fortezze e Fabbriche, Fabbriche Medicee, 20, c. 192v; Ferretti 2016, p. 115. 
110 A. S. F., Scrittoio delle Fortezze e Fabbriche, Fabbriche Medicee, 20, c. 64v; Allegri-Cecchi 1980, p. 221; Ferretti 2016, p. 
115. この噴水には、アンマンナーティに帰属される《メディチの精霊》が装飾として用いられた可能性が指摘され
ている。Exh. cat. Firenze 2011, pp. 408-411. 
111 1556年 12月 21日付、フランチェスコ・セッティマンニの日記に「ピッティ宮殿からサント・スピリト聖堂の噴
水へ給水することが決定された。」と記録されている。A. S. F., Manoscritti, 128, c. 67r. 
112 「サント・スピリト広場の噴水は水を吐き出しており、その水はピッティ宮殿から供給されている。」と記され
ている。Lapini 1900, p. 154.  
113 Ferretti 2016, p. 113, n. 162. 
 31 
 ボンシニョーリの地図では、サンタ・クローチェ聖堂前広場の入り口すなわちベンチ通りに



















                                                      
114 同じ場所に現存する噴水は、17世紀の制作である。 
115 この噴水の取水装置に関しては、1590年 11月 5日の支払い記録が現存の初見史料である。A. S. F., Scritto delle 















































1 コジモ 1世統治以前のフィレンツェ  
 
1-1 都市部における水の供給  
 

















                                                      
1 Fonticulano 1582, p. 46; Ferretti 2016, p. 21. 
2 この事実は匿名人物の覚書により確認される。Coppi-Marucelli 2000, p. 64; Ferretti 2016, p. 18. 
3 Lapini 1900, p. 143; Belli 2005, p. 68. 

































                                                      
5 これらの水源については、Casprini-Turchi 2008, p. 109を参照。 
6 第Ⅰ章第 2節第 3, 4項を参照。 
7 ヴィンチェンツォ・ボルギーニが 1534年の覚書のなかで、ピッティ水源について言及している。Borghini-v 1909, pp. 
1-24; Ferretti 2016, p. 85. この水源の利用規模については不明だが、第Ⅰ章第 2節にて言及したように、ボーボリ庭園
での水路整備が進められる中で、庭園内の「緑の劇場」にて偶発的に水脈が掘削された事例に鑑みて、この地域一
帯の土壌が豊かな帯水層であったことがわかる。 
8 サン・ニッコロ地区の水源については Faini 2010, p. 73を参照。 
9 サンクト・ガージョ（サント・イラーリオ）水源については Pampaloni-Rodolico 1973, doc. 99, p. 177; Ferretti 2016, 
p. 15を参照。 
10 Ferretti 2016, p. 15. 
11 フィエーゾレの旧メディチ邸は、1450年頃にコジモ・イル・ヴェッキオが購入した敷地に、息子ジョヴァンニに
よって 1551年から 1557年にかけて別邸が建設された。 













と同様の事情があったものとみられている16。実際、13 世紀から 14 世紀のフィレンツェでは、
















                                                      
13 Avalle-Berschin-Campanile 2003, pp. 38-46; Ferretti 2016, p. 4. 
14 古代の水道設備と中世の新しい水路が併用して用いられていた事例については、Ferretti 2016, pp. 5-8を参照。 
15 Costantini 1984; Ferretti 2016, pp. 12-13. 
16 Ferretti 2016, p. 13. 
17 ジローラモ・ダーティの記述によって確認される。Dati 1735, p. 107. 
18 ベネデット・ヴァルキの記述によって確認される。Varchi 1838, vol. 2, p. 114. 
19 Ferretti 2016, p. 30. 
20 Ferretti 2016, pp. 30-31. 技術書の例として、ドイツの知識人ゲオルグ・バウアー（通称ジョルジョ・アグリコラ）
（1494-1555年）による鉱山技術についての百科全書『金属論』（De Re metallica）が 1556年にバーゼルで出版され
た。この著作には、源泉から水を汲み取る機械や設備一式が豊富な図版とともに掲載されており、1563年にフィレ
ンツェ出身のミケランジェロ・フローリオによってイタリア語に翻訳された（Michelangelo Florio, Opera di Giorgio 
Agricola de l’arte de metalli partita in 12 libri, Basilea, 1563）。 
 36 































                                                      
21 Bocchi-Cinelli Calvoli 1677, p. 294. 
22 Ferretti 2016, pp. 23-24. 
23 Sznura-Conti 1975, p. 80, n. 154. 
24 Ferretti 2016, pp. 24-25. ダンテの家の前の井戸は 20世紀初頭に失われ、現在同じ場所にはこの時新たに造られた
ものが配されている。 


































                                                      
26 Exh. cat. Firenze 1992, pp. 21-23; Frangenberg 1994, pp. 43-44. 
27 Magnusson 2001, p. 24; Ferretti 2016, p. 23. 
28 Enriques Agnoletti 1940, rubrica XXXVIII, p. 174. 
29 Barzellotti 1880, p. 30. 
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30 1192年には fontem Sepalisとして記録されている。 
31 この噴水は、1376年に崩壊した噴水を教皇ウルバヌス 5世の命で再造営したものである。 
32 Ferretti 2016, p. 8. 
 39 
有力市民の立像がそれぞれ 1体ずつ配された。 
 この大噴水と併せて、同じ広場には 小 噴 水
フォンタナ・ミノーレ































                                                      
33 Exh.cat. Boston 2014, p. 124. 尚、現在カンポ広場にみえる噴水は 1858年にティート・サッロッキによって造られ
た複製であり、オリジナルの噴水を構成していた装飾は、サンタ・マリア・デッラ・スカーラ美術館に所蔵されて
いる。 



































                                                      
35 Wiles 1933, pp. 8-9. この彫像は最終的にコジモ 1世統治下の 16世紀中葉に、ヴェッキオ宮殿の中庭に造営された
噴水を飾る彫像として再利用されることになった。第Ⅰ章第 2節第 4項を参照。 



































                                                      
37 この噴水の制作者については、先行研究においてドナテッロやアントニオ・ロッセリーノ、フランチェスコ・デ
ィ・シモーネ・フェッルッチに帰属されてきたが、依然として見解の一致を見ていない。Wiles 1933, p. 14. 
 42 



























はここに、小規模ではあるが 2基の噴水を制作した（figs. II.3.1, 14）。以下ではまず、フィレン
ツェ郊外のカステッロにおいて進められていた噴水造営に並行してジェノヴァで実現されたこ
れらの噴水について論じる。 
                                                      
38 アンドレア・ドーリア像の委嘱の経緯については、Vasari 1568, vol. 6, pp. 38-40, 43, 483-484［抄訳：『美術家列伝』
第 4巻、388, 391-393頁］を参照。本制作に関連するバンディネッリへの支払い記録は 1534年 6月から 1538年 12
月まで現存する（Waldman 2004, docs., 241-243, 245,247, 250,256, 267-268, 270-271, 273-274, 277-281, 284-285, 293）。一
方モントルソリは 1539年から本彫像制作に着手し、翌 1540年 7月に完成、同年 9月 20日にジェノヴァのドゥカー
レ宮殿正面入口の右側に設置された。1797年にナポレオンが侵攻しリグーリア共和国が建国された際に破壊された
が、胴部と台座のみ同宮殿に保存されている。Laschke 1993, pp. 39-41, 160. 
39 Vasari 1568, vol. 6, p. 485; Laschke 1993, pp. 42-43, 160. 
40 Manara 1959, pp. 38-39. 
 43 
3-1(1) 《トリトーンの噴水》  
 


























                                                      
41 改築事業は 2期に渡って行われ、1529年までの前期には邸館の増改築、そして 1533年にかけて居室の分割が進
められた。Gorse 1985, pp. 21 ff. 




トリニタ・ディ・モンティ聖堂内プッチ家礼拝堂装飾などに従事していた。Vasari 1568, vol. 5, pp. 331-355［抄訳：『美
術家列伝』第 3巻、248-262頁］ 
44 邸館の改築および室内装飾については Gorse 1985を参照。 
45 Laschke 1993, p. 63. 


































                                                      
47 Manara 1959, p. 71. 
48 Gorse 1985, p. 28. 



































 ここヴァザーリが記している 3種のグロッタについて、先立つ 2種はヴァザーリが本文で明
記しており、順に、コジモ 1 世のもとでトリーボロがカステッロの庭園に構想したもの（fig. 
                                                      
50 Wiles 1933, pp. 79 ff.  




































                                                      
































の大噴水》（fig. II.3.22）と《迷宮の噴水》（fig. II.3.23）については、第 3章第 1節にて後述す





が支え、複数のプットーと海豚が支える上部の水盤には海豚の群れが配されるものである。Belgrano-Merli 1874, pp. 













3-2 メッシーナ  
 




















                                                      
54 1547年 6月 17日付の書簡の存在から、このときにはすでにローマにいることが確認されている。Laschke 1993, p. 
63. 

























                                                      
56 セナートゥスは任期 1年の行政官 6人で構成された。Ffolliott 1984, p. 36. 

















さ、無礼さたるや、とても耐えがたいと思われたからである。」Vasari 1568, vol. 6, pp. 490-491.  
61 インノチェンツォ・チーボは 1538年から 1551年にかけてメッシーナ大聖堂の大司教に就いていた。1528年にジ
ェノヴァのドーリア公の彫像制作がバッチョ・バンディネリに委嘱されており、少なくとも 1534年から 1538年ま
で大理石で制作が進められたものの、バンディネッリがこれを途中で放棄したため、枢機卿チーボがその制作の後
任としてトリーボロをドーリア公に推薦し、1539年から 1540年にかけて制作された経緯がある。Vasari 1568, vol. 6, 
pp. 38-40, 43-49, 483-485［抄訳：『美術家列伝』第 4巻、388, 391-393頁］ 
 50 
 こうした経緯でモントルソリは噴水の制作権を得て、1547年よりこれに着手し、1553年に完
成させた。《オリオンの噴水》は、20 面で構成される水槽に大小 2 つの水盤をほぼ等間隔に重
ね、頂点にオリオンの立像を配するカンデラブロ型の噴水である（fig. II.3.24）。20面で構成さ






















                                                      
62 「イシスとオシリス」「アキスとポリュフェモス」「プリクソスとヘーレー」「デイアダロスとイカロス」「エウロ
ペの略奪」「ペガソス」「ナルキッソス」「ディアナとアクタイオン」がそれぞれ描かれている。各図像については、
Ffolliott 1984, pp. 112-128を参照。 
63 《ナイル河》の左右には海牛と海馬、《カマロ河》の左右には海のスフィンクスに似た雄と雌の海中生物、《テヴ
ェレ河》の左右には海鷲と海獅子、《エブロ河》の左右には海彪と海グリフィンがそれぞれ配されている。これらの
生物については、Ffolliot 1984, pp. 128-129を参照。 
64 メッシーナの古代名。 









































                                                      
67 Ffolliott 1984, pp. 38-39. 
68 この文脈においてフォッリオットは、《オリオンの噴水》の凹凸面を組み合わせた水槽の形態が要塞を模したもの
であるとの見解を提示している。Ffolliott 1984, p. 134. 
69 Ffolliott 1984, pp. 132-137. 
70 《ヘラクレスとアンタイオスの大噴水》については第Ⅲ章第 1節第 1項にて後述する。 
71 1551年 3月 15日付、バンディネッリ（在フィレンツェ）から秘書官ヤコポ・グイーディ宛の書簡。Waldman 2004, 






































                                                      


























にて彼は大破した船舶を修繕する〔HIC PELAGI RECTOR FREMITVM DEDISCIT ET IRAM／
HAC RECREAT FESSAS IN STATIONE RATES〕」の銘文が配されている75。すなわちここにお
いて《ネプトゥヌス》は、ウェルギリウスの『アエネイス』のなかで語られる「クオス・エゴ」








指摘している。Ffolliott 1984, p. 140. 
74 Möseneder 1979, p. 106. 
75 水槽側面左側に刻まれた別の銘文̶̶すなわち「サトゥルヌスの鎌〔メッシーナの入り江〕が大破した船舶を迎
え入れる一方、ネプトゥヌスは新鮮な噴水から飲み水を差し出す〔DVM RECEPIT QVASSAS FALX HIC SATVRNIA 
PVPPES／NEPTVNVS DVLCI FONTE PRONPINAT AQVAS〕」̶ ̶はネプトゥヌスの台座に付された銘文と関連する























過する〔IMPIA NODOSIS COHIBETVR SCYLLA CATENIS PERGITE SECVRAE PER FRETA 
NOSTRA RATES〕」、そして「シチリアの海の忌まわしき略奪者は取り押さえられ、不実のカリ
ュブディスは水中で暴れまい〔CAPTA EST PRAEDATRIX SICVLIQVE INFAMIA PONTI NEC 








                                                      
76 Möseneder 1979, pp. 107 ff.; Ffolliott 1984, pp. 165-170. 
77 Virgil 1974, vol. 1, pp. 144 ff.  
78 Wiles 1933, pp. 47 ff. 



















































置において町に面していた側（正面）には「皇帝カール 5 世、1557 年〔CAROLO QVINTO 
INPERANTE MDLVII〕」、海に面していた側（裏面）には「皇帝カール 5世の嫡子にして君主た




此の水を供する。〔REGNORVM HAEC META EST CAROLO SIMVL ATQVE PHILIPPO HIC 




にそぐわしく、ベレロポーンの水に好まれるだろう〔DIGNIS HIC EST MVSIS HIC DIGNVS 





                                                      
80 Virgil 1974, vol. 6, pp. 792-795. 
81 Ffolliott 1984, p. 166. サトゥルヌスはイタリアに農耕と文明の発達をもたらして黄金期を築いた伝説の王であり、
鎌をそのアトリビュートとする。 
82 Campbell 1977, pp. 30 ff.; Ffolliott 1984, p.176. 
83 Ffolliott 1984, p. 145. 祝祭装飾では、翼とともに 2つの鷲の頭部、その上に冠があしらわれており、モントルソリ
の《ネプトゥヌスの噴水》にも同様に付されていたとみられるが、後年の自然災害もしくは破壊行為によって現在
は欠損している。 






PLACIDVM PEGAGVS DAT JVPPITER ECCE SERENVS HIC MARIS HIC NEMORVM LVDERE 
POSSE DEAS〕」「チンティア〔ディアナ〕よ、いざそなたの広大な湿地を手放し給え。此処ザ
ンクル〔メッシーナ〕はそなたに噴水と祖国を与え給う〔DESERE MONTANOS IAM DESERE 
CYNTHIA SALTVS HIC TIBI DAT FONTEM DAT TIBI ZANCLA DOMVM〕」「高貴なる都市よ。
われわれシチリアのニンフは冷たい噴水よりほとばしり、そなたの好意に身を委ねよう
















                                                      
85 Ffolliott 1984, pp. 173-174. 古代ギリシャの泉との関連を示すモティーフとして、《オリオンの噴水》にも水槽を飾
る浮彫装飾にペガソスが描かれている。 




































Ⅲ 1537-1560年  
 
1 カステッロの庭園——トリーボロの初期構想  
 

















1-1 庭園のプログラム  
 




 まず、造園計画のクロノロジーを確認しよう。1538年 2月から 3月初め頃にトリーボロが登






Giannotti 2007, pp. 76-77を参照。 
2 現在、大噴水はカステッロの庭園で原寸大にて復元展示されている。頂点を飾るブロンズ群像はバルトロメオ・ア
ンマンナーティによる《ヘラクレスとアンタイオス》である。本群像については後述するが、作品の概要について
































                                                      
3 ヴァザーリによれば、トリーボロが抜擢された背景には、コジモの助言者オッタヴィアーノ・デ・メディチと、後
にコジモの顧問次いで総督を努めたクリストーファノ・リニエーリによる提言があった。Vasari 1568, vol. 5, pp. 
458-459を参照。 
4 取水経路については、第Ⅰ章第 2節第１項を参照。 
5 制作中の庭園の様子を確認しうる同時代史料としては、1543年のニッコロ・マルテッリの記述と、1549年時点の
様子を伝えるピエール・ベロンの記述が挙げられる。原典については Martelli 1546, pp. 40-41および Belon 1589を参
照。また、Giannotti 2007, pp. 76-78も併せて参照。 




























して機能させる手法は、第 2章第 3節第 1項で論及したように、1547年までにモントルソリが
ジェノヴァのドーリア邸に《トリトーンの噴水》として実現していた（fig. III.1.8）。後述する
                                                      
7 氷室を新たに建造する必要性が生じたことから、庭園の再形成が行われた。「迷宮の森」が撤去された背景には、
18世紀後半には時代遅れのものと見なされていたことに加え、メンテナンスの難しさもあったものと考えられる。 
8 庭園の装飾プログラムについては、Vasari 1568, vol. 5, pp. 457-472; Wiles 1932; Giannotti 2007, pp. 75-100を参照。と
くに庭園の図像解釈については、Keutner 1965; Wright-d 1976; Del Bravo 1978; Mastrorocco 1981; Conforti 1984; Conti-a 
1989を参照。 
9 Vasari 1568, vol. 5, pp. 468-469［抄訳：『美術家列伝』第 4巻、340-341頁］トリーボロは《アスクレピオス》の雛
型をつくった後、大理石にてその制作に着手したが未完成に終わり、歿後にアントニオ・ディ・ジーノ・ロレンツ
ィによって仕上げられた。本彫像は現在、フィレンツェのメディチ=リッカルディ宮殿に置かれる同主題の大理石像
と同一視されている。 Keutner 1965, pp. 238-241. 
10 Vasari 1568, vol. 5, p. 469［抄訳：『美術家列伝』第 4巻、341頁］ 

































                                                      
12 Vasari 1568, vol. 5, p. 463［抄訳：『美術家列伝』第 4巻、337頁］なおこれらのふたつの山の擬人像のうちトリー
ボロの歿後に未完成で残された「ファルテローナ山」については、1740年にガスペーロ・ブルスキが《メルクリウ
ス》（フィレンツェ、リベルタ広場凱旋門北側）として改作したとする説が提示されている（Del Bravo 2011, p. 27）。 



































                                                      








しており、荒れる海と都市の混沌を重ね合わせている。これらの証左についてはWright-d 1976, pp. 290-292, n. 208
を参照。 
17 Furttenbach 1627, pp. 104-105; Wright-d 1976, p. 206, n. 151. 
18 Lapi Ballerini 1999, p. 275. グロッタ内のオルフェウスの彫像に関する議論は Giannotti 2007, p.81, n. 30を参照。 
































                                                      
20 トリーボロはこの新聖具室の制作に助手として携わり、《ヌムール公ジュリアーノ墓碑》で公爵の彫像の脇に予定
されていたとみられる「大地」を表す擬人像の制作に着手していた。 
21 Vasari 1568, vol. 5, p. 464［抄訳：『美術家列伝』第 4巻、337頁］ 














れる予定だった25」とされる。「冬」はメディチ家の直系が途絶え26、同時にコジモ 1 世が第 2






















                                                      
25 Vasari 1568, vol. 5, p. 470［抄訳：『美術家列伝』第 4巻、341頁］ 
26 アレッサンドロ・デ・メディチは 1537年 1月 6日に暗殺され、これによりメディチ家の兄脈の子孫が途絶えた。 
27 Wright-d 1976, pp. 286 ff. 
28 Wright-d 1976, p. 325. 
29 Vasari 1568, vol. 5, p. 470-471［抄訳：『美術家列伝』第 4巻、341-342頁］ 




































                                                      
31 ガイヨン城の建設についてはWeiss 1953を参照。 
































                                                      
33 Vasari 1568, p. 493［抄訳：『美術家列伝』第 4巻、362頁］ 
34 Borghini-r 1584, p. 387; Wright-d 1976, p. 657, n. 131. 
35 Wright-d 1976, p. 180. 
36 Giannotti 2007, pp. 96-97. 
37 Vasari 1568, vol. 5, p. 466［抄訳：『美術家列伝』第 4巻、338頁］; Wright-d 1976, p. 179; Giannotti 2007, p. 96. 
38 1545年 5月 4日付、ピエルフランチェスコ・リッチョからロレンツォ・パーニ宛の書簡を指す。リッチョは、軸
足と大水盤のみが設置されている旨を記している。Tosi 1908, vol. 5, p. 41; Wright-d 1976, pp. 179-180, p. 657, n. 130. 



















ピエリーノがローマへ発った後、1549 年から 1550 年にかけてアントニオ・ディ・ジーノ・ロ
レンツィによって仕上げられたものとみられる42。 












                                                      
40 これらのサテュロスはトリーボロが 1549年に制作したブロンズのサテュロス像との類似性が指摘されている。
Giannotti 2007, p. 97. 
41 Giannotti 2007, p. 97. 
42 アントニオ・ディ・ジーノ・ロレンツィへの支払い記録は 1553年まで確認される。Wright-d 1976, p. 181; Conti-a 1989, 
p. 54; Acidini Luchinat-Galletti 1992, p. 194; Giannotti 2007, p. 97. 


























とケンタウロス》の 3 点の絵画が所蔵されていた46。コジモ 1 世に関連する図像解釈では、こ






                                                      
44 Exh.cat._Milano 2002, p. 214. 
45 Vasari 1568, vol. 5, p. 466［抄訳：『美術家列伝』第 4巻、338頁］ 
46 3点の絵画は本来的にカステッロの邸館のために制作されたものではないが、おそらくカステッロの所有者であ
ったいずれかのメディチによって委嘱されたものとみられている。Wright-d 1976, pp. 343 ff. 
47 Wright-d 1976, p. 346.  



































                                                      
49 Wiles 1975, p. 24; Exh.cat._Firenze 2006, cat. 2, pp. 158- 160. 
50 Plinius Secundus［抄訳：p. 第 3巻、1426頁（第 35巻 91）］ 
51 Vasari 1568, vol. 5, pp. 460-462［抄訳：『美術家列伝』第 4巻、336頁］ 


































                                                      
53 生物モティーフの再現性については Giannotti 2007, pp. 96-97を参照。 
54 松本 2006, 7, 107頁. 
55 松本 2006, 107頁. 



































                                                      































                                                      
58 この図像選択には母マリア・サルヴィアーティの口添えがあったとみられている。Richelson 1978, p. 82. 
59 本肖像画は、1612年のリッカルディ家の所蔵品目録において「若きコジモの肖像」として記録されている。描か
れたモデルに関する議論は、Berti 1993, pp. 152-157; Costamagna 1996; Cropper 1997を参照。 
60 公国の印章については Richelson 1978, pp. 83-84を参照。 



































                                                      
63 フィレンツェにおけるヘラクレス図像の変遷については、Ettlinger 1972を参照。 
64 本連作については、Wright-a 2005, pp. 75-87; Exh.cat. Milano 2014, pp. 61-65, cat. 2, pp. 192-197を参照。 
65 本ブロンズ像については、Wright-a 2005, pp. 334-340; Exh.cat._Milano 2014, cat. 13, pp. 198-201を参照。 
66 WRIGHT-a 2005, p. 336を参照。 
67 1508年 5月 10日付、ソデリーニからアルベリゴ・マラスピーナ宛の書簡によって確認される。Gaye 1839-1840, vol. 
2, pp. 97-98, no. XLII. 
68 1507年 8月 21日付、ソデリーニからアルベリゴ・マラスピーナ宛の書簡（Frediani 1837, pp. 67 ff.）; 1508年 5月
10日付、ソデリーニからアルベリゴ・マラスピーナ宛の書簡（Gaye 1839-1840, vol.2, pp. 97-99, no. XLII）; 1508年 12
月 16日付、ソデリーニからアルベリゴ・マラスピーナ宛の書簡（Gaye 1839-1840, vol. 2, p. 107, no. LI）を指す。あ
わせて Bush 1980, pp. 169-170も参照。 































                                                      




72 Gaye 1839-1840, vo. 2, pp. 464-465に収録の Vari ricordi di Firenze sino al Dominio de’Medici, Riccardiana, no. 1854に
て確認される。 
73 1525年 11月 10日付、ミケランジェロ（在フィレンツェ）からジョヴァン・フランチェスコ・ファットゥッチ（在
ローマ）宛の書簡によって確認される。Buonarroti carteggio, vol. 3, p. 183を参照。 
74 オックスフォードの素描については Exh.cat._Wien 2010, pp. 232-236、ロンドンの素描については De Tolnay corpus, 

































                                                      
75 フィレンツェのカーサ・ブオナローティに所蔵されるミケランジェロによる粘土モデル（inv. no. 192）は、この
時点で制作されたものとみられている。 
76 1529年 9月から 11月にかけて、ミケランジェロはフェラーラを経てヴェネツィアに逃亡している。 
77 バンディネッリの《ヘラクレスとカクス》については、Heikamp 2001; Vossilla 2014を参照。 





































                                                      
79 Wright-d 1976, p. 158. 




































                                                      



































                                                      
82 フィレンツェ、バルジェッロ国立美術館所蔵。本作品については、Exh.cat._Firenze 2011, pp. 360-363を参照。 


































                                                      
84 1557年 5月 8日付、ヴァザーリ（在フィレンツェ）からミケランジェロ（在ローマ）への書簡。Buonarroti carteggio, 
vol. 5, pp. 98-99. 
85 ミケランジェロは前註の書簡に対する同月 11日付の返答——ミケランジェロ（在ローマ）からヴァザーリ（在フ
ィレンツェ）への書簡——において、公爵とヴァザーリへの謝意を表明しながらもフィレンツェへの召還を断って
いる。Buonarroti carteggio, vol. 5, p. 30. 
 81 

































                                                      
86 ピッティ宮殿の購入年については、ラピーニの記述に基づいて 1550年 2月 3日とされてきたが、1549年の春に
はエレオノーラの会計で仮契約がなされている（Lapini 1900, p. 162; Capecchi 2001）。同宮殿の形成は、1341年にチ
ョーネ・ディ・ボナコルソ・ピッティが大元となる不動産を購入したことに始まるが、メディチ家の所有に至るま
での同宮殿の所有権と敷地拡張の変遷については、Morandini 1965; Facchinetti Bottai 1979; Capecchi 1993, pp. 21-22; 

















の下限は 1550 年 2 月であり91、トリーボロは同年 5 月 12 日には造園の指揮官として作業に着











                                                                                                                                                                            
「強い石」を意味するピエトラフォルテや、灰褐色の砂岩であるマチーニョ石が採石されていた。ピエトラフォル
テは、本来は灰色だが採石後は酸化して黄土色に変色する石材であり、ピッティ宮殿の建築体にも用いられている。 
88 ピッティ宮殿と付属の敷地の立地条件については、Ferretti 2016, pp. 77-86を参照。 
89 Vasari 1568, vol. 5, p. 482［抄訳：『美術家列伝』第 4巻、347頁］ 






91 註 86を参照。 
92 ボーボリ庭園の造営におけるトリーボロの活動期間について、その上限は 1550年 5月 12日であるが、カペッキ
は早くも前年の晩春には計画が進められていたとみている。Medri 2003a, p. 36.  
93 Vasari 1568, vol. 5, pp. 482-483［抄訳：『美術家列伝』第 4巻、347］ 
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も同様に、その全体構造を構想していたものとみられる94。初期構想の全貌を史料の上で跡づ




























                                                      




マルティーニについては Cantini 1805, pp. 192-193; Cochrane, p. 70を参照。 
95 1551年 5月 5日付、バルトロメオ・サーラ（在フィレンツェ）からエルコレ 2世・デステ宛（在地不明）の書簡
（Archivio Stato di Modena, Ambasciatori, Firenze, fasc. 16, s.c, 18; Ferretti 2006, p. 46; 本論文別冊 Appendix VII）。 
96 原文では fonteと記されている。 
97 第Ⅰ章第 2節第 3項を参照。 



































                                                      
99 史料の上でこの貯水池は、方形貯水池〔Bacino Quadro〕、方形養魚池〔Vivaio Quadro〕、大養魚池〔Vivaio Grande〕
の名称で示されている。 
100 Medri 2003a, p. 36. 
101 古代ギリシャ時代の大鉢の形態に由来する「キュリクス型」の名称は、ワイルズによる噴水の形状区分に基づく。
Wiles 1933, pp. 61 ff. 
102 《ユノの噴水》については本論文第Ⅳ章第 1節を参照。 
103 「円形劇場」は、「緑の劇場」の平面を踏襲するかたちで、1630年から 1635年頃にかけてジュリオ・パリージが
建設した。Medri 2003a, pp. 36-39; 金山 2002を参照。 
104 註 87を参照。 
105 ストルド・ロレンツィの《ネプトゥヌスの噴水》は 1596年 5月 20日にプラート・ディ・マダマに設置された（A. 
S. F., Scrittoio delle Fortezze e Fabbriche, Fabbriche Medicee, f. 69, c. 37）。この噴水については、Acidini Luchinat 1991; 
Campbell 1996; Capecchi 2003hを参照。 


































                                                      
107 マダマの小洞窟のための彫像制作に関するファンチェッリへの支払い記録は、Baldini Giusti 1979, p. 93を参照。
同記録以外のファンチェッリの制作については Capecchi 2001, p. 143を参照。 
108 Medri 2003b, pp. 69-73. 
109 尚ジャンノッティは、カステッロの庭園のためにトリーボロが構想していたグロッタの原型がボーボリ庭園のマ




































                                                      
110 Ferretti 2006, p. 47. 
111 1551年 2月 10日付、ルカ・マルティーニ（在ピサ）からバンディネッリ（在フィレンツェ）宛の書簡。Waldman 
2004, p. 458, doc. 792; 本論文別冊 Appendix IV. 
112 1551年 2月 11日付、バンディネッリ（在フィレンツェ）からヤコポ・グイーディ（在ピサ）宛の書簡。Waldman 
































                                                      
113 シニョリーア広場に企図された《ネプトゥヌスの噴水》については、第 IV 章第 3節を参照。 
114 1551年 3月 5日付、ルカ・マルティーニ（在ピサ）からバンディネッリ（在フィレンツェ）宛の書簡。マルティ
ーニはこの前日にバンディネッリによる噴水の新しい素描を受け取ったが、公妃が不在であるため、その帰国後に
改めて公妃の意向を知らせる旨を記している。したがって本書簡には、この時点で構想されていた噴水の形態につ
いては記述されていない。Waldman 2004, pp. 462-463, doc. 798. 
115 1551年 3月 15日付、バンディネッリ（在フィレンツェ）から秘書官ヤコポ・グイーディ宛の書簡。該当箇所は
第Ⅱ章第 3節にて抄訳引用した。Waldman 2004, pp. 463-464, doc. 800; 本論文別冊 Appendix VI. 






























                                                                                                                                                                            
2016）をもとに考察を進めた。 
117 ヴァザーリはブラマンテによる構想を端的に伝えている。Vasari 1568, vol. 3, pp. 464-465［抄訳『美術家列伝』第
3巻、86-87頁］また研究史においてもその全貌は復元されている。Ackerman 1951; Bruschi 1969, pp. 291-434; Frommel 
2003, pp. 89-153; 稲川-桑木野-岡北 2014、377-422頁. 








とが出来る。これらのリストは、1551年 4月から 9月の間に作成された発注書、そして同年 11
月 12 日以降に記録されたとみられる追加ないし再発注を見込んだ石材の寸法と形状を図解し
たスケッチ（fig. III.2.17）である。以下では、前者をリスト 1、後者をリスト 2として考察を進
める。また噴水用の資材については、両史料に加えて、大聖堂造営局からバンディネッリに提
供された大理石のリストも現存するが、この史料には個数と重量のみが記されており、石材の












 大理石 Aを 8点、高さ 2⅓ブラッチャ、各面の厚み 1½ブラッチャ。1点につき 10ス
クーディ………………………………………………………………....…..総額 80スクーディ。 
 円形大理石Bを 8点、幅 2ブラッチャ、厚み½ブラッチャ。1点につき 2スクーディ......16
スクーディ。 
 大理石 Cを 8点、高さ 2⅓ブラッチャ、幅 2¼ブラッチャ、厚み 1¼ブラッチャ。1点
につき 8スクーディ…………………………………………………………….64スクーディ。 
 噴水の欄干のための石材 Dを 32点。すなわち、長さ 5⅓ブラッチャ、幅½ブラッチャ、
厚み⅔ブラッチャの石材を 16 点；1¾ブラッチャ、厚み⅔ブラッチャ、幅½ブラッチャ
の石材を 16点；総額……………………………………...……………………...20スクーディ。 
 大理石 Eを 8点、高さ 1¾ブラッチャ、幅 1½ブラッチャ、厚み 1¼ブラッチャ。1点
                                                      
119 1551年 4月から 9月、バンディネッリによるボーボリ庭園の噴水のための大理石の発注リストおよび搬送費用一
覧（Waldman 2004, pp. 465-466, doc. 803; 本論文別冊 Appendix VIII）と 1551年 11月 12日以降、バンディネッリに
よるボーボリ庭園の噴水用大理石を発注するための覚書（Waldman 2004, pp. 481-482, doc. 842, fig. 9; 本論文別冊
Appendix X）を指す。なお後者には、該当する大理石ブロックの図解が付されている。 
120 1551年 11月 2日から 1554年 1月 18日、大聖堂造営局の記録『木材および大理石の書（Libri dei legnami e marmi）』
（現存せず）からの写し。Waldman 2004, p. 479, doc. 837; 本論文別冊 Appendix IX. バンディネッリに提供された 7
項目の大理石のリストが掲載されているが、このうち 4項目が当該の噴水用であることが明記されている。該当す
る石材は下記の通りである。 
1551年 11月 2日、大理石 5点、重量 7900リッブラ；同月 10日、大理石 1点、重量 1000リッブラ；同月 16日、大
理石 1点、重量 600リッブラ；1551年 1月 9日、大理石 1点、重量 2200リッブラ。（1リッブラは約 300グラムに
相当する。） 
121 Waldman 2004, pp. 479-480, 497, docs. 838, 839, 882. バンディネッリが模型のための蝋を購入しているほか、ジュ
リアーノ・ディ・バッチョ・ダーニョロが制作した木製模型への支払いがなされている。 
122 本論文別冊 Appendix VIII. 
 90 
につき 6スクーディ……………………………………………………….…..48スクーディ。 
 大理石（F）を 1 点、長さ 3⅕ブラッチャ、幅 1⅛ブラッチャ、厚み¼ブラッチャ。2
スクーディ………………………………………………………………………..2スクーディ。 
 石材 Gを 8点。高さ 2ブラッチャ、各面の幅 1ブラッチャ。各石材につき 3スクーデ
ィ………………………………………………………………………………...24スクーディ。 
 石材 Hを 8点。高さ 2ブラッチャ、幅 1ブラッチャ、厚み½ブラッチャ。各石材につ
き 1½スクーディ…………………………………………………………….….12スクーディ。 
 円柱のための大理石 Iを 1点。高さ 4ブラッチャ、各面 1½ブラッチャ。総額 20スク
ーディ…………………………………………………………………………….20 スクーディ。 
 台座のための円形大理石を 2点。第１材は幅 3ブラッチャ、厚み 1½ブラッチャ。騎
士〔バンディネッリ〕は第 2材も同様の寸法を見積もっている。50スクーディ相当….....50
スクーディ。 






 ピサの海岸までの上述の大理石の輸送費………………………………....190 スクーディ。 
 ピサからシーニャ港までの輸送費、270スクーディ…………………...…270スクーディ。 












① 八角形を据える大きな段；縦 5½ブラッチャ、横 1⅓ブラッチャ、厚さ⅓ブラッチャ。 
② 貝殻、12点；横 1⅔ブラッチャ、厚さ⅔ブラッチャ。 
                                                      
123 本論文別冊 Appendix X. 
 91 
③ 八角形の欄干、縦 5⅔ブラッチャ 、高さ 1⅖ブラッチャ上面、幅⅝ブラッチャ。  
④ 八角形の底面から立ち上がる同八面体の角；縦 1⅔ブラッチャ、横 1⅛ブラッチャ、
および複数の装飾；高さは欄干に同じ。 
⑤ 貝殻、8点；横 2ブラッチャ；厚さ⅔ブラッチャ。 
⑥ ひとつの角から別の角まで 1⅓ブラッチャ；すると全て 2⅔ブラッチャになる。 












































2⅔ブラッチャに設定すると、幅の広い鈍角の 1 辺は必然的に約 2⅖ブラッチャとなり、若干の
誤差はあるものの、「すると全て 2⅔ブラッチャになる」という記述にほぼ合致するのである。




















ト 1 の石材 ABC についても、ファン・フェーンはこの八角形の外枠を構成する石材とみなし
                                                      
125 Van Veen 2016. 本論文に掲載の再構成図はファン・フェーン氏より提供いただいた。 
 93 
ているが、その挿入箇所は明らかになっていない126。 
 次に、上述の石材 D-b で構成される 16 角形の内側には、円柱構造に支えられたトリーボロ
の大水盤が台座に据えられ、その周囲に八角形の欄干が設けられた。この台座は、描かれた再
構成案においてはジャンボローニャの素描に倣った六角形が用いられている。また周囲の八角





たリスト 1 の I-a が用意されていなかったために再発注されたものであるとみなされた。した
がってまずリスト 1の 2材の I-bのうち 1点を、水盤を支える台座として用い、もう 1点を水
盤の上に配した̶̶すなわち 2材の I-bが水盤を挟み込むかたちを呈する̶̶。そして上側の石
材 I-b を台座として、リスト 2 の円柱⑦を設置する構造が採られた。これは《オケアヌスの噴
水》の初期構想においてジャンボローニャが描いた構造に類する形式であり、ファン・フェー
ンはこの円柱構造を、ジャンボローニャがバンディネッリの構想を踏襲したものとみなした。









1の石材 ABCおよびリスト 2の石材①③④⑥を使用）の内接円の直径は、約 18⅖ブラッチャに
なる130。しかし円環状の水槽の外枠をつくるものとみなされたリスト 1の石材 D-aを用いた 16
角形は、外接円の直径が約 26⅘ブラッチャとなるため、この 16 角形を八角形の外枠構造の内
側に配置することは不可能である。次に、水盤の下部構造について、水盤を支える台座の 
周囲にリスト 1 の石材 EGH 各 8 点を組み合わせた八角形が想定されていたが、これは描かれ
                                                      
126 ファン・フェーンによれば、バンディネッリはリストにおいて、噴水の外枠を構成するものから中心構造に用い




られている石材はリスト 1の石材 Fの形状に類似しているが、この構造体および石材 Fの使用箇所については言及
されていない。この点については、本文にて後述する。Van Veen 2016. 
128 Van Veen 2016. これらの彫像の設置場所について現存の史料には明記されていない。 
129 上述の石材の作図と同様に、再構成案の作図についても秋田亮平氏の協力を得た。 




において石材 EGH と並んで記載された石材 F がこの横長の部材に類似するが、これは 1 点の
み計上されているものであり、なおかつ同リストでは各石材の個数が指定されていることに鑑
みて、石材 Fの個数を増やして八面体の構成部材とみなすのは早急だろう。 



























 この石材 ACから成る台座の上には、水盤を支える円柱構造が配される。第 1案では、ファ
ン・フェーンの再構成案と同様に、リスト 1 の円盤 I-b で水盤の上下面を挟み、上側の円盤に
                                                      
131 ファン・フェーンも石材のリストアップ順および個数の一致に照らして、同様のグルーピングを示唆している。











 一方の第 2案は、ここまでに未使用の石材EGHの用途を考慮したものである（figs. III.2.42-44）
133。これら 3種の石材を同一面上に配置して構成しうる多角形は複数想定されるが、上述の石
材 D-bから成る 16角形あるいは石材 ACから成る台座と併置可能な形態は見出されなかった。
一方で石材 EGH から成る構造体を、噴水の上部構造として使用する案が想定された。すなわ



















                                                      
132 当該の噴水の本来的な設置場所であるボーボリ庭園の草地の中心部への取水については、第Ⅰ章第 2節第 3項を
参照。































                                                      
134 Wiles 1933, p. 61. 
135 本節第 1項にて抄訳引用した、1551年 5月 5日付、バルトロメオ・サーラからエルコレ 2世・デステ宛の書簡を
参照（本文別冊 Appendix VII）。 
136 ドメニコ・ポッジーニによるコインの裏面に表された。コインのおもて面には、公妃のプロフィールが名前とと







































Ⅳ 1560-1574年  
 
１ バルトロメオ・アンマンナーティの《ユノの噴水》  
 























1-1 当初計画の再構成  
 





                                                      
1 公共の室内に水を持ち込む文化はアラブ・イスラム世界において典型的な手法であり、同時代にはカルロス 1世統













のと推察される（figs. IV.1.3, 6-8）6。 














                                                                                                                                                                            
アンマンナーティに先立ってフィレンツェに戻ったヴァザーリは、1554年 12月 15日に画家としてコジモ 1世の宮
廷に入り、その後アンマンナーティを公爵に紹介したとみられる。アンマンナーティがフィレンツェに到着したの
は、1555年 5月 2日（同日付、在ローマのアンマンナーティから在パドヴァのマントヴァ・ベナヴィデスに宛てた
書簡が、アンマンナーティのローマ滞在年の下限を示す。Fossi 1967, pp. 174-175を参照。）またヴェッキオ宮殿の壁
画装飾事業には、1555年 5月 20日から同 25日までの期間に新たに 4人の画家やストゥッコ細工師が登用されてお
り（Allegri‒Cecchi 1980, p. 72を参照。）、アンマンナーティは、このうち同 20日以前にヴァザーリの命でローマより
招集されていたマッテオ・ディ・ニッコロ・ヴェネツィアーノとマルコ・マルケッティ・ダ・ファエンツァと共に
フィレンツェへ帰還したものとみられている（Cecchi 2011, p. 33, n. 8）。ヴァザーリとアンマンナーティの交友関係
については、Cecchi 2011を参照。 
3 《ユノの噴水》に関する最初の史料は 1555年 10月 29日から翌 1556年 2月 29日の「宮殿の泉に用いる人物像の
ための大理石」の輸送費の支払い記録である。Archivio di Stato di Firenze, Fabbriche Medicee, vol. 2, c. 149 left (Heikamp 
1978, Appendix I, p. 154).  
4 Archivio di Stato di Firenze, Fabbriche Medicee, vol. 3, c. 62v (Heikamp 1978, Appendix VII, p. 155; Allegri–Cecchi 1980, 
pp. 225-26). 
5 Archivio di Stato di Firenze, Fabbriche Medicee, vol. 10, c. 39v, 40r, 41r, 42r, 43r (Heikamp 1978, Appendix XIII-XVII; 
Allegri–Cecchi 1980, p. 226). 
6 Heikamp 1978, pp. 136-137. 
7 Archivio di Stato di Firenze, Scrittoio delle Fortezze e delle Fabbriche, Fabbriche Medicee, vol. 3, c. 49; Ferretti 2011a, p. 
142. 































                                                      
9 1564年 3月 22日、ミケランジェロの甥レオナルドはコジモ 1世に宛てた書簡のなかで、ミケランジェロのフィレ
ンツェのアトリエに残された彫像群を公爵に寄贈する意向を伝えた。大理石群像《勝利》は、ジョヴァンナ・ダウ
ストリアの入市式が執り行われた 1565年 12月 16日までにヴェッキオ宮殿大広間に運び込まれた。この運搬に対す
る報酬は 1565年 12月 31日、トンマーゾ・ダンドレア・ツァバッリに支払われている（Archivio di Stato di Firenze, 
Fabbriche Medicee, vol. 4, c. 40v; Allegri-Cecchi 1980, p. 269） 
10 Vasari 1568, vol. 4, p. 146. ブロンズの彫像については、これまでのところ同定された作品は現存しない。 
11 Archivio di Stato di Firenze, Mediceo del Principato, 723, fol. 723r. Gaye 1839-1840, vol. 3, pp. 423-424, no. CCCLXIII; 
Heikamp 1978, Appendix XXI, pp. 158-159; Utz 1977, p. 388, n. 18; Zikos 2011, pp. 160-161に基づく筆者抄訳。本論文別
冊 Appendix XI。 






















 《ユノの噴水》はその後、散逸の歴史をたどることになる15。まず先の 1579年 5月 1日付の










                                                      
13 ボルギーニは「節制〔Temperanza〕」としているが、現在の研究史では一様にして「賢明〔Prudenza〕」と見なされ
る。 
14 Borghini-r 1584, p. 592; Borghini-r 1584-Ellis 2007, p. 286に基づく筆者抄訳。 
15 設置場所の変遷については、Heikamp 1978, pp. 138-145; Thieme–Becker 1980, vol. 2, p. 414; Exh.cat. Firenze 2011, pp. 
370-377, cat. 6: esp. pp. 374-375を参照。 































                                                      
17 Kriegbaum 1928. 
18 Exh.cat. Firenze 1940, p. 86. 
19 Heikamp 1978, p. 118, 
20 Vitzthum 1963. 
21 Giovio 1556, p. 31. 
22 Giovanni Cinelli, Descrizione di Firenze, Biblioteca Nazionale di Firenze, Cod. Magl. XIII, 34, c. 154 recto; Heikamp 1978, 
doc. LVII, p. 169. 

































                                                      
24 Heikamp 1978, p. 146. 
25 Dezzi Bardeschi 1969. 
26 Heikamp 1978, pp. 147-149. 
27 2011年にバルジェッロ国立美術館で開催されたアンマンナーティの回顧展において、初めて現存彫刻を用いた復元展示
がなされた。本展覧会カタログには《ユノの噴水》の再構成に関する最新の調査報告が掲載されている。Exh.cat. Firenze 2011. 
28 タナイ・デ・メディチおよびラファエッロ・ボルギーニの記述については本節第 1項を参照。 
29 Heikamp 1978, p. 125. 

































                                                      
31 Heikamp 1978, p. 125. 
32 Heikamp 1978, p. 125. 
33 両者の記述については本節第 1項を参照。 
34 水之江 1991, p. 228. 
35 Ripa 1611, pp. 1-2. 
36 水之江 1991, p. 229 


































                                                      
38 Ripa 1611, p. 39; 水之江 1991, pp. 8-9. 
39 Zikos 2011, pp. 170 ff. 
40 Zikos 2011, p. 172. 
































                                                      
42 イルカの鼻孔から水が噴出する仕組みがとられていた可能性が指摘されている（Zikos 2011, p. 162）。 
43 Giovio 1556, p. 4 
44 コジモ 1世は同じ山羊座のもとに生まれたアウグストゥス帝に自らを重ね合わせ、山羊のモティーフをインプレ
ーザにしていた。コジモ 1世とアウグストゥス帝との関連性および自己イメージについては、Richelson 1978を参照。 
45 Zikos 2011, p. 165. 
46 Giovio 1556, pp. 39-40; Zikos 2011, p. 165. 
47 Zikos 2011, p. 169. 《フィレンツェ》の武装する腕の描写については、本節第 4項を参照。 
48 Zikos 2011, p. 169. 
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して意図されていることは明らかである。加えて、胸元に見える金羊毛皮騎士団の騎士勲章49は、































                                                      
49 金羊毛騎士団はブルゴーニュ公フィリップ（1396-1467年）によって結成された世俗の騎士団である。紐で括られ
た羊のモティーフは、この騎士団の紋章として知られている。 
50 Heikamp 1978, p. 126. 


























                                                      





54 Van Veen 2006, p. 16; Zikos 2011, p. 172. 
55 カミッリアーニの彫像を用いたパレルモの《プレトーリアの噴水》に関する体系的な基本文献は、Pedone 1986で
ある。また近年のまとまった調査報告として、Demma–Favaea 2006がある。 
56 1551年 12月付、ピエル・フランチェスコ・リッチョからクリスティアーノ・パーニ宛ての書簡（Archivio di Stato 
di Firenze, Mediceo del Principato, f. 406, c. 617; Zangheri 1999, p. 19, n. 8より該当箇所引用）には、ルイスが早くも庭
園の整備を開始している旨が記されている。 
57 Vasari 1568, vol. 8, pp. 50-51. カミッリアーニが制作した彫像群については、本論文別冊に付録の拙稿も参照されたい。 
58 庭園彫刻は 1570年よりルイスの弟で前シチリア副王ガルシア・デ・トレドの主導で市内に噴水を導入する計画を
進めていたパレルモ市の評議会において、同年 8月 7日、当該の庭園彫刻の一部をスペインへ移送する決議がなさ
れた。議決内容を示す議事録は以下を参照。Archivio Storico Comunale di Palermo, Consigli Civici, anni 1560-72, n. 68, c. 
260. 
59 パレルモ市への売却に関しては、以下の 3点の一次史料に基づく。まず 1572年 8月 26日付、パレルモ市の評議

























                                                                                                                                                                            
水を購入する決議がなされた旨が記されている。次いで 1573年（史料上は 1572年の表記）1月 8日付、ルイス・デ・
トレドの代理団とパレルモ市の評議会代表団との間で交わされた契約書（Archivio di Stato di Palermo, Real Segreteria, 
n. 1）にて、ルイスの庭園の噴水を二万スクードで売却することが決定された。翌 1574年 5月 26日付、公証人の記
録（Archivio di Stato di Palermo, Notaio Carasi Antonino, 1573-74, vol. 6295, fols. 1067-1069）には、フィレンツェからパ
レルモへ移送された 644ピースの庭園装飾が一覧として示されている。 







62 1574年 5月 26日付、公証人の記録（Archivio di Stato di Palermo, Notaio Carasi Antonino, 1573-1574, vol. 6295, fols. 
1067-1069: fol. 1068）に記された“una figura chamata parnaso chi ha uno ditto rotto - no. 1”は、カミッリアーニの女性裸
体像《パルナッソス》を示す。 
63 1550年 4月 5日付、バルトリ（在フィレンツェ）からヴァザーリ（在ローマ）宛の書簡（Vasari–Frey 1982, vol. 1, 


































                                                      
64 Bartoli 1567, ragionamento 1, fol. 1v; Jonietz 2011, p. 302. 
65 Poli–Piccini–Brunetti 1973, pp. 52-70; Jonietz 2011, pp. 302-303. リカーゾリの庭園については、第Ⅰ章第 2節第 2項
も参照。 
66 Bartoli 1567, ragionamento 1, fol. 20vより執筆者抄訳。 
67 Jonietz 2011, pp. 315-16. 第Ⅰ章第 2節第 2項を参照。 
68 Bartoli 1567, ragionamento 1, fols. 1r, 18r.《ネプトゥヌスの噴水》については Jonietz 2011, pp. 303-304を参照。関連
して、ネプトゥヌスとウェヌスの主題選択については、Fukada 2012を参照。 




































                                                      
70 Jonietz 2011, p. 317. 

































                                                      
72 Bartoli 1567, ragionamento 1, fol. 20rv. この地域の水路整備については、第Ⅰ章第 2節第 2項を参照。 
73 Rinaldi 1991; Baldini–Ferretti 2001; Ferretti 2006; Ferretti 2011b. 
74 Allegri–Cecchi 1980, pp. 221-222; Edelstein 2004; Ferretti 2016, p. 109. 
75 《ネプトゥヌスの噴水》については第Ⅳ章第 3節を参照。 
76 Heikamp 1978, p. 124. この時期のコジモ 1世によるヴェッキオ宮殿およびシニョリーア広場における噴水計画に






























                                                      
77 タナイ・デ・メディチの書簡の全文は、本節第 1項および本論文別冊 Appendix XIを参照。 
78 ピサ大学は 1348年にフィレンツェ共和国政府によって創設されたが、15世紀、16世紀前半を通じて主として財
政難に起因して複数回に渡る閉鎖を経験していた。16世紀にはメディチ家出身の教皇のもとで財政的援助を受けて
いたが、1527年のローマ劫掠以降は再び閉鎖に追い込まれていた。コジモ 1世は 1543年 11月 1日に同大学を再開
させ、新規約の制定をはじめ、有能な学者の招致、学生寮の整備を進めることで、これを公国の学問的中心地とし
て機能させた。Carranza 1980; 北田 2003, pp. 87-92. 
79 とくにアカデミア会員による講演については、Bryce 1995を参照。 
80 アカデミア発足後の諸改革については、北田 2003, 134頁以降を参照。 
81 すでに初期の段階からコジモ政権によるアカデミアへの介入は明らかであったが、1553年の改革において初めて、
改革内容の決定者は「公爵殿下と公爵殿下に代わる代理人、および顧問たち」とされた。北田 2003, 156頁を参照。 































                                                      
83 Davis 1975, p. 264; Heikamp 1978, p. 122; DeAngelis 2005, pp. 154-155. 
84 コジモ・バルトリ研究の基本となっているのは Bryce 1983である。近年の研究としては、2009年にフィレンツェ
で開催された国際シンポジウムの報告書 Fiore–Lamberini 2011が挙げられる。 
85 1540年 11月 1日にアカデミア・デッリ・ウーミディの初会合がなされ、創立メンバーは文学者ラスカを中心と
する 11人であった。同 11月 14日には 4人の新会員が加わり、同 12月 25日にバルトリとピエルフランチェスコ・
ジャンブッラーリが入会した。その後も会員数を増やし、1541年 3月 25日、86名をもってアカデミア・フィオレ






































                                                                                                                                                                            
1982, nos. CCXX (pp. 410-412), CCXXI (pp. 413-415), CCXXXII (pp. 437-438), CCXXXIV (pp. 439-442), CCXXXVI (pp. 
447-451). 同書簡については、松本 1994, pp. 28-30も参照。 
87 Davis 1975. 
88 5つの講義は、1542年 1月 8日、1542年 12月 17日、1544年 1月 25日-3月 9日、1547年 7月 10日、1548年 3
月 12日-5月 13日に行われた。 
89 Bryce 1983, pp. 253-54; Davis 1975, p. 266. 
90 Bartoli 1567, ragionamento 2, fol. 23v. 
































                                                      
92 Bartoli 1550を指す。アルベルティの原典は、Alberti 1485.  
93 Bartoli 1550, p. 355より執筆者抄訳。本論文別冊 Appendix XII。尚、翻訳に際しては Alberti 1485［邦訳：p. 307; 英
訳：p. 214］も参照した。 
94 Richelson 1978, pp. 104-105. 《ユノ》にエレオノーラを重ね合わせる主要な見解として、キャンベルは、バンディネッ
リが手がけた北側の謁見壇において歴代メディチの肖像彫刻によって一族の男性系統が示される一方、その対面である南
側に予定された《ユノの噴水》では女性系統が表されるとみなした（Campbell 1983, pp. 820 ff.）。ルソーは、エレオノー




































に三羽ずつ育てており、この鳥の性質を示唆する『節度ある多産〔CVM PVDORE LAETA FOECVNDITAS〕』のモッ
トーを伴っています。それゆえ異教の考えに基づき、天の女神ユノに捧げられるものです。（筆者抄訳）」Giovio 1556, 
p. 94. 
96 Edelstein 2008, p. 745. 持参金として取り決められた 5万スクーディのうち、ドン・ペドロ・デ・トレドが 3万ス
クーディを、残りの 2万スクーディをコジモ 1世が負担した。 
97 公妃の経済的助力については、太田 2012, pp. 241-242を参照。 
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2 ヴィンチェンツォ・デ・ロッシの《ヘラクレスの 12功業の噴水》の計画  
 


























100 ヴィンチェンツォ・デ・ロッシがバッチョ・バンディネッリ工房に入った時期について、1534年とする説（Utz 1966a, 
p. 33）が提示されているが、本稿ではこれを踏まえたシャラートの見解（Schallert 1998, pp. 14-15）に従った。デ・








催された彫刻家の素描展に出展された折にも、その作者同定に関する見解は覆されていない（Exh.cat. Boston 2014, cat. 























文主義者ヴィンチェンツォ・ボルギーニがコジモ 1 世に宛てた 1563 年の書簡107、前述の 1568
年のヴァザーリの記述108、翌 1569 年になされたデ・ロッシへの支払い記録109、1584 年に刊行
されたラファエッロ・ボルギーニの『イル・リポーゾ』における記述110である。これらの情報
を総合すると、デ・ロッシは 1563年までに 4体に着手し、そのうち《ヘラクレスとカクス》（fig. 
IV.2.1）と《ヘラクレスとケンタウロス》（fig. IV.2.2）の 2体を 1568年までに完成させた。さ
らに現存する 7体のうち、先の完成作 2体を除く 5体(figs. IV.2.3-7）を 1584年までに仕上げて
いたが、現存しない別の 5体はこの時点で粗彫りの状態にあったことがわかる。すなわちラフ
ァエッロ・ボルギーニの記述にある通り、デ・ロッシが「ヘラクレスの十二功業」の連作を目
                                                      




本作品については、Schallert 1998, pp. 201-223; Galleni 1991を参照。 
106 ウッツは、デ・ロッシが 1560年末にフィレンツェに帰還した後、1561年から 1563年春にかけてフィレンツェの
大聖堂内陣席の制作に携わっていたものの、これと並行して 1561年にはヘラクレス連作の委嘱を受け、同年中に構
想のための素描に着手していたとみている（Utz 1971, pp. 347, 352）。 
107 ヴィンチェンツォ・ボルギーニからコジモ 1世に宛てた書簡では、フィレンツェの大聖堂造営局にデ・ロッシに
よる彫像四体が置かれている旨が記されている。彫像の具体的な主題は不明だが、制作途上のヘラクレス連作を指
すものとみられている。Ceppi–Confuorto 1980, p. 344. 
108 註 104を参照。 
109 1569年、彫像 2体に対する支払いがデ・ロッシになされた（Vasari–Frey 1940, p. 180, nos. 14, 15）。これらはヴァ
ザーリの記述に登場する 2体と推察される。 
























描の制作年代は 1561年から 1562年頃と推察し得る。 
 一方、ルーヴル美術館所蔵の《ヘラクレスの物語習作》（fig. IV.2.9）は、噴水の水槽の欄干



















































                                                      
114 ヴィンチェンツォ・ボルギーニ（1515-1580年）は当時、コジモ 1世のもとで図像助言者の立場にあった。現在
素描には裏打ちされているため確認することが出来ないが、ハイカンプによってデ・ロッシからボルギーニに宛て
た短信の全文が明らかにされている（Heikamp 1964, pp. 38-39）。 
115 Heikamp 1964. 
116 パリ、ルーヴル美術館素描版画室 inv. 10900Fを指す。本素描については Exh. cat. New York 2010, cat. 59, pp. 
214-215を参照。 
 122 





ている。さらにボルギーニは 1584 年に出版された『イル・リポーゾ』のなかで、現存する 7




  7 体の制作者の帰属の問題について、ハイカンプは現存するヘラクレス連作のうち《ヘラ

























                                                      
117 Heikamp 1964. 












の 3体（figs. IV.2.18-20）をデ・ロッシに帰属し、考察を進めるものとする。 
 これら 3体の造形を考察するにあたり、まず基準となるデ・ロッシの作品を確認する。《テセ
ウスとヘレネ》（figs. IV.2.30-31）は、デ・ロッシにヘラクレスの連作が委嘱される契機となっ
た作品である120。1558 年以降 1560 年 2 月までにローマで制作された121。この直後に同地を訪















                                                      
119 Utz 1971. 
120 《テセウスとヘレネ》については Schallert 1998, pp. 201-223を参照。 
121 1558年 5月 7日付、デ・ロッシ（在ローマ）からバンディネッリ（在フィレンツェ）宛の書簡（Biblioteca Nazionale 
Centrale di Firenze, mss. Palatini, Bandinelli 2, viii, c. 50 recto; Utz 1971, p. 362, doc. 2）において、この群像とみられる作
品をコジモ 1世への献呈作品として準備している旨が記されている。1560年 2月 24日、デ・ロッシはコジモ 1世に










































                                                      


































                                                      
125 ウッツは本彫像を、《ヘラクレスとカクス》とともに連作の初期に編年しているが、本文で論及したように、両
群像は異なる様式を示している。 
126 ミケランジェロによってこの粘土モデルが制作された背景については、第Ⅲ章第 1節第 3項を参照。 


































                                                      




タイオスについては頭部も欠いている状態であった。コジモ 1世は 1560年に教皇ピウス 4世から本群像を譲り受け、







2-3 初期構想を表す素描群の検討  
 



























                                                      
130 コジモ 1世が常用していたシンボルについては Richelson 1978を参照。 
 128 

























 1540年、コジモ 1世は教皇軍の傭兵隊長として活躍して 1526年に戦死した父ジョヴァンニ・
デッレ・バンデ・ネーレ135の記念墓碑を、バンディネッリに正式に委嘱した（fig. IV.2.60）136。
                                                      




ンディネッリ作品として同定された。Exh.cat. Firenze 2014a, pp. 270-271, cat. 4を参照。 
133 バンディネッリ《ノアの酩酊》（フィレンツェ、バルジェッロ国立美術館 inv. 311 Sculture）は、1530年頃に制作
された。本作品については、Exh.cat. Firenze 2014a, pp. 278-281, cat. 7を参照。 
134 16世紀の所蔵先を示す史料を欠いているが、17世紀にはフィレンツェ近郊ポンテ・アッラ・バディアに建つサ
ルヴィアーティ家のヴィッラに所蔵されていたことから、それ以前に本作品はすでに同家の所有であったと推察さ























                                                                                                                                                                            
ニコ聖堂に埋葬された。ジョヴァンニの遺体は、コジモ 3世統治下の 1685年にフィレンツェへ運ばれ、サン・ロレ
ンツォ聖堂に改めて埋葬された。 




用いられた旨が語られているが、これを裏付ける史料はない（Vasari 1568, vol. 5, p. 259 ［邦訳：『美術家列伝』第 4
巻、397-398頁］）。1540年 1月 3日付の公爵宛ての書簡からは、バンディネッリはローマにてこの墓碑の雛型を制作
し、公爵に提示したことがわかる（Waldman 2004, doc. 308, pp. 185-186）。バンディネッリへの正式な契約は、1540
年 5月 26日付でなされた（Waldman 2004, doc. 319, pp. 192-193）。 
137 1543年 1月 26日付、宮廷秘書アレッサンドロ・マルツィ=メディチからバンディネッリ宛の書簡、および同年 2
月 14日付、宮廷執事ピエルフランチェスコ・リッチョからコジモ 1世宛の書簡が現存する（Waldman 2004, docs. 408, 
411, pp. 248-250）。さらに制作途上の大理石が同年のうちに、同聖堂内に運び込まれている（Waldman 2004, doc. 409, 
p. 249）。 
138 バンディネッリの歿後、ジョヴァンニ像は 1592年にコジモ 2世の洗礼式が行われた際にヴェッキオ宮殿へ移設
され、一方の台座は、1620年にサン・ロレンツォ聖堂前の広場の一角に移された。1850年になり、広場に置かれた
台座は噴水としての機能を与えられ、これに伴って上部にジョヴァンニ像が配され、現在の姿となった。 
139 1542年 9月から 11月頃に記されたバンディネッリから恐らくコジモ 1世の秘書フランチェスコ・カンパーナに
宛てた書簡の草稿が現存する（Waldman 2004, doc. 393, pp. 239-242）。 
140 1554年 10月 12日付、バンディネッリからコジモ 1世に宛てた書簡の草稿が現存する（Waldman 2004, doc. 1032, 
pp. 566-567）。 
141 1540年 1月 2日付、バンディネッリからコジモ 1世に宛てた書簡を参照（Waldman 2004, doc. 308, pp. 185-186）。 
142 フィレンツェの本素描（ウフィツィ美術館素描版画室 inv. 531F recto）についてワードは、何らかの別の素描の
断片、あるいは、より完成度の高いクライスト・チャーチ所蔵の素描の右上部を拡大して描いたものとみなしてい
る。Exh.cat. Firenze 2014a, cat. 5, pp. 426-427を参照。 
143 オックスフォードの本素描については、Ward 1982, no. 287, p. 345; Ward 1988, cat. 43, pp. 75-76を参照。ワードは
ベルリンに所蔵される別の素描（ベルリン、ダーレム美術館版画素描室 inv. 15623）との関連を指摘している（Ward 











































































                                                      



































                                                      
146 噴水の水槽の縁に立つ、対カクス、対ケンタウロス、対アンタイオスを表す各ヘラクレス像と、最頂部の天球を
支えるヘラクレス像がそれに当たる。 





























（fig. IV.2.53）。上述の通り、これら 3体の形態は、彫像として実現された完成作とは異なる（figs. 
IV.2.18-20）。素描に表された人物像のうち、「ヘラクレスとアンタイオス」（fig. IV.2.71）につ
いては、15世紀後半のポッライウオーロによる同主題の小型ブロンズ像（fig. IV.2.72）、さらに
                                                      







149 後年の遺体の移送については註 135を参照。 
 134 

























                                                      
150 ポッライウオーロによる小型のブロンズ像（フィレンツェ、バルジェッロ国立美術館所蔵）は、ロレンツォ・イ
ル・マニフィコの委嘱とされ、当初よりメディチ家の所有であることが確かな作品である。本作品については Exh.cat. 
Firenze 2001, pp. 58-63を参照。一方アンマンナーティは、トリーボロが整備したカステッロのメディチ家別邸の大噴
水の最頂部を飾る同主題のブロンズ群像を 1560年 3月までに制作したが、これは先のポッライウオーロの作品に形
態の源泉を求め得る（第Ⅲ章第 1節第 3項を参照）。本作品については Exh.cat. Firenze 2011, cat. 8, pp. 382-387を参照。
ルネサンス期のフィレンツェにおける「ヘラクレスとアンタイオス」図像の変遷については、Ettlinger 1971, pp. 
119-142を参照。 
151 Vasari 1568, vol. 6, pp. 331 ff. 本壁画については、Clapp 1916, pp. 73-88; Cox-Rearick 1964, pp. 318-342; Costamagna 
1994, pp. 252-266; Firpo 1997; Pilliod 2001; Damianaki 2009を参照。 
152 ポントルモへの壁画の委嘱の年代は、1545年ないし 1546年とみられる。制作年代についての議論は Cox-Rearick 
1964, P. 319; Damianaki 2009, pp. 77-80を参照。 
153 とくに Costamagna 1994, pp. 252-266を参照。 
154 壁画の構成については、とくに Cox-Rearick 1964; Costamagna 1994を参照。 
155 ベルガモ、アカデミア・カッラーラ、inv. 2357. コックス・リーリックは本素描の特徴として、複数の人物が連
































                                                      
156 同大聖堂内陣装飾の制作におけるデ・ロッシの関与については、Schallert 1998, pp. 136-145を参照。1556年には
デ・ロッシが内陣席のための浮彫装飾をテラコッタで仕上げており、フィレンツェに居たことが確実視される（Vastro 
1998, p. 113）。なおバンディネッリがこの制作のためにデ・ロッシをローマから招集したことについては Vasari 1568, 
vol. 5, p. 269を参照。バンディネッリ歿後の同制作への関与期間については註 106も参照。 
157 Vasari 1568, vol. 5, p. 331. 
158 フィレンツェ、ウフィツィ美術館素描版画室、inv. 6739F recto. 本素描については Cox-Rearick 1964, cat. 350, pp. 
327-328を参照。 




























                                                      








Cox-Rearick 1964, pp. 137-145を参照。 
162 Cox-Rearick 1964, cat. 62, pp. 140-141. 
163 Cox-Rearick 1964, cat. 67, pp. 142-143. 
164 フィレンツェ、ウフィツィ美術館素描版画室 inv. 6752F recto. 本素描については Cox-Rearick 1964, cat. 373, pp. 
339-340を参照。 





























                                                      





168 フィレンツェ、ウフィツィ美術館素描版画室 inv. 6543F verso. 本素描については、Cox-Rearick 1964, cat. 78, p. 147
を参照。 
169 パリ、ルーヴル美術館 inv. 1026. 本素描はポントルモに基づいてアレッサンドロ・アッローリが描いたものと目
されている（Costamagna 1994, p. 262）。 
170 タキシード・パーク、ロバート・サイモン・コレクション。本素描もまたアレッサンドロ・アッローリへの帰属
が提示されている（Costamagna 1994, p. 262）。 






























した約 2週間後からコジモ 1世に宛てて少なくとも 3通の推薦書および嘆願書を立て続けに送
っている。そこからは、彼が上述の《テセウスとヘレネ》（fig. IV.2.10）を切り札としてフィレ
ンツェへ帰還し、コジモ 1世の庇護を得て、バンディネッリが着手していた大聖堂の内陣席装







173 第Ⅱ章第 1節を参照。 
174 コジモ 1世の治水事業については、第Ⅰ章第 2節を参照。 

























 しかしながら、バンディネッリが歿した 1560年 2月以降、その後継者の地位をめぐってフィ
レンツェの彫刻家の間でなされた上述の攻防に鑑みれば、デ・ロッシが噴水の構想の着想源を
ミケランジェロではなく、ポントルモに求めた理由が解されるのではないだろうか。つまり、
                                                      
176 1560年 2月 23日付、ジュリアーノ・チェザリーノ（在ローマ）からコジモ 1世（在フィレンツェ）宛の書簡（Archivio 
di Stato di Firenze, Mediceo, fil. 483A, c. 625）; 1560年 2月 24日付、デ・ロッシ（在ローマ）からコジモ 1世（在フィ
レンツェ）宛の書簡（Gaye 1839-1840, vol. 3, no. XXVIII, p. 24）；1560年 3月 2日付、ジローラモ・モレッリ（在フ







178 バンディネッリ工房への入門時期についてはウッツが 1534年とする見解を示しているが（Utz 1966a）、シャラー
トは 1536年以降弟子入りしたとみている（Schallert 1998, pp. 27-69）。先行研究の概要に関しては友岡 2014b, p. 115, n. 
2を参照。 


































                                                      
180 Heikamp 1997, p. 356, fig. 17. 


































                                                      
183 Heikamp 1997, p. 356. 
184 Manson & Woods Christie, Important Old Master Drawings From a Continental Collection: Which Will Be Sold at 





































                                                      
186 この作品は、クライスト・チャーチ絵画館所蔵の素描に記録されているものである。Tolnay corpus, vol. 2, ill. p. 104
を参照。 
187 Exh.cat. Wien 2010, pp. 262-263. この形態は、マルカントニオ・ライモンディに帰属される別のエングレーヴィン
グにおいても複製されている。 
188 Utz 1971, pp. 349-352. またウッツによれば、3体のヘラクレス像が描かれたウィンザー城の素描は、同時代の芸















































































                                                      



































                                                      
191 Vasari 1568, vol. 8, pp. 49-50. 邦訳は友岡 2014b, p. 114を参照。 
192 本節第 1項および第 3項を参照。 






































めなかった。そして彼はそれを伴ってトロイゼーンを通って上った。」Apollodorus bibliotheke, vol. 2, V: 12［邦訳：
102-103頁］ 
 147 


































                                                      




























                                                      
196 1551年 2月 11日付、バンディネッリ（在フィレンツェ）から秘書官ヤコポ・グイーディ宛の書簡。Waldman 2004, 
doc. 793, pp. 458-459; 本論文別冊 Appendix V. 
197 1551年 3月 15日付、バンディネッリ（在フィレンツェ）から秘書官ヤコポ・グイーディ宛の書簡（Waldman 2004, 
doc. 800, pp. 463-464; 本論文別冊 Appendix VI. 第Ⅱ章第 3節第 1項の抄訳引用を参照）; 1552年 2月 21日付、バン
ディネッリ（在フィレンツェ）から監督官ルカ・マルティーニ（在ピサ）宛の書簡（Waldman 2004, doc. 867, p. 491）; 
1552年 2月 23日付、バンディネッリ（在フィレンツェ）から秘書官ヤコポ・グイーディ（在ピサ）宛の書簡（Waldman 
2004, doc. 868, p. 492）を指す。 
198 1558年 4月 25日付、バンディネッリ（在フィレンツェ）から秘書官ヤコポ・グイーディ宛の書簡（Waldman 2004, 
doc. 1211, pp. 648-649）。この書簡でバンディネッリは、本文で記した巨大な大理石を粗彫りし、カッラーラからフィ
レンツェへ運搬する許可を求めている。これはすなわち、バンディネッリによる事実上の大理石の取り押さえを意
味している。 
199 Vasari 1568, vol. 6, p. 83［抄訳：『美術家列伝』第 4巻、411頁］ 
200 Exh.cat. Firenze 2011, cats. 20-21, pp. 420-423. 

































                                                      
202 Exh.cat. Berlin 1995, cat. 79, pp. 127-128. 
203 ただし、本ブロンズ像はメディチ家の財産目録に登録されていない。Exh.cat. Firenze 2011, cat. 20, pp. 420-421. 
204 Falsitta 2009, pp. 55-56; Exh.cat. Firenze 2011, cat. 21, pp. 422-423. 
205 Cellini vita［邦訳：413頁］ 
206 Cellini vita［邦訳：413頁］ 



























                                                      
208 Cellini vita［邦訳：415頁］ 
209 このときコジモ 1世はフェッラーラとルッカの大使とともにチェッリーニのアトリエを訪れ、チェッリーニが制

















































チェッリーニの関係性については Heikamp 2011, pp. 220-221も参照。 
214 Vasari 1568, vol. 6, p. 81［抄訳：『美術家列伝』第 4巻、410頁］ 
215 コジモ 1世がミケランジェロを再びフィレンツェに召喚することを所望していたことは、両者の間で交わされた
書簡によって裏付けられる。当該書簡については第Ⅲ章第１節第 3項（註 84-85）を参照。 
216 MORI 2011, p. 145. フィレンツェ国立古文書館の史料に基づく各彫刻家への支払いは、アンマンナーティに 1560
年 3月 9日、チェッリーニに同年 4月 6日、ジャンボローニャに同年 5月 20日になされたことが示されている。 





































                                                      
218 リンギエーラは共和制時代にプリオーレが民衆の前で儀式や集会を執り行うために設営された。リンギエーラに
ついては赤松 2005; Heikamp 2011, pp. 192 ff.を参照。 

































                                                      
220 本素描は、ジャンボローニャ、ヴィンチェンツォ・ダンティ、アンマンナーティといったミケランジェロ周辺の
芸術家に帰属された経緯をもつほか、法学者で人文主義者のジョヴァン・ヴィットーリオ・ソデリーニへの帰属も
試みられた。本素描については Exh.cat. Firenze 2011, cat. 22, pp. 424-427を参照。なお本展覧会カタログでは匿名画家
とされている。 
221 Dhanens 1956; Heikamp 2011, pp. 228-231. 



































                                                      
223 Borghini-r 1584, p. 593. 
224 Avery-c 1987, pp. 130, 246. 
225 「クオス・エゴ」のネプトゥヌスについては、第Ⅱ章第 3節第 2項（2）を参照。 
 155 































                                                      
226 ジョヴァンナの入市式に始まった結婚祝祭では、その 2日後の 1565年 12月 18日に結婚式が執り行われ、その
後ヴェッキオ宮殿大広間（現在の五百人大広間）の天井画の除幕式、喜劇や仮装行列、その他ジョストラやトルネ
オなど各種のイベントが 1566年 3月まで継続的に行われた。同祝祭については、Ginori Conti 1936; Dezzi Bardeschi 
2003; 赤松 2011; Petrioli Tofani 2015を参照。 
227 1565年 4月 5日付、ヴィンチェンツォ・ボルギーニからコジモ 1世宛の書簡において確認される。Bottari-Ticozzi 
1979-1980, lettera LVI; Falsitta 2009, p. 27. 




































                                                      




































                                                      
230 Vasari 1568, vol. 8, pp. 124-125. 
 158 
のアトリビュートや彫刻装飾の細部において、前項にて確認された初期構想とは大幅に異なっ
































                                                      
231 本節第 1項および Borghini-r 1584, p. 593を参照。 
232 ラピーニは除幕当初の状況について、「アンマンナーティは、彼のことを非難する人にも誉めそやす人にも事欠



































                                                      
233 Kinney 1976, p. 11. 
234 Fiocco 1954, pp. 361 ff. 





































237 Kinney 1976, p. 123. マントヴァ・ベナヴィデスも、1551年に出版した著書 Enchiridion rerum singulariumのなかで、
このヘラクレス像を古代以来最大規模の彫像とみなしている（Mantova Benavides 1551, fols. 238, 305, 292r）。 
238 1546年に発見された《ファルネーゼのヘラクレス》も「休息のヘラクレス」として最もよく知られる作例であり、



































とでしょう。」と記されている。Aretino lettere, vol. 2, p. 157, no. CCCXL; Kinney 1976, pp. 123-124を参照。 
240 Mantova Benavides 1551, fols. 238, 292r, 305. 
241 この素描については Davis 1976b, p. 479; Monbeig-Goguel 1988, pp. 39-40; Exh.cat Firenze 2011, p. 416, cat. 18を参照。 
242 初版はアンマンナーティがローマに到着した翌年の 1549年であり、1553年に再版された後、1567年に編纂され
たラフレリによる版画集『壮麗なるローマの鏡』（Speculum Romanae Magnificentiae）にも組み込まれた。Exh.cat. Firenze 












 《ネプトゥヌスの噴水》の水槽は、各 4つの短辺と長辺でつくられる 8角形であり、短辺に
それぞれブロンズの横臥像 1体と 2体のサテュロスないしファウヌスが 3体 1組として配され


















                                                      
243 3体が同じ高さに設営されたことについては、Heikamp 2011, p. 193を参照。 
244 水槽の縁の高さが低くされたことは、フランチェスコ・セッティマンニの記述により確かめられる。Archivio di 





































                                                      
249 Heikamp 2011, p. 239. 
250 Tolnay corpus, vol. 1, no. 18. 






































                                                      






































                                                      
255 第Ⅰ章第 2節第 3, 4項を参照。 
256 同メダルについては Van Veen 2006, pp.107 ff.を参照。 
257 第Ⅱ章第 1節を参照。 
258 第Ⅰ章第 1節第 2項を参照。 
259 第Ⅲ章第 1節第 1項を参照。 






























                                                      
261 ミケランジェロの《勝利》については、Wilde 1954; Allegri-Cecchi 1980, pp. 268-270を参照。 
262 コジモ 1世が 1553年から 1555年にかけて行ったシエナ戦争を題材とし、「カモッリア門での要塞攻略」「ポルト・
エルコレの攻略」「マルチャーノ・イン・ヴァル・ディ・キアーナの戦い」を表す 3場面がヴァザーリの指揮のもと









































ルフランチェスコ・ジャンブッラーリを中心とするグループだけであった。北田 2003, 257頁。 
265 コジモ 1世によるエトルリア神話の利用については、北田 2003, 251頁以降を参照。 
266 フィレンツェとフェッラーラ間での優先権をめぐる論争については、北田 2003, 264-273頁以降を参照。 
267 第Ⅰ章第 1節第 3項を参照。 
268 《フィレンツェの創建》の天井画については、Allegri-Cecchi 1980, p. 242を参照。 



































                                                      
270 Vasari 1568, vol. 7, p. 387［抄訳：『ルネサンス彫刻家建築家列伝』1989年、318頁］ 
271 本節第 1項を参照。 























えられている。初期構想で予定されていた河神像は放棄され、これに代えて 1 体の横臥像と 2















































                                                      
273 本節第 1項を参照。 































                                                      
275 本節第 2項の本文における抄訳引用を参照。 
276 コジモ 1世が所有していたガレー船については、松本 2006, 153頁以降を参照。 
277 聖ステファノの祝日は 8月 2日であり、この日が 3つの戦勝記念日と重なっていたため、この聖人が守護聖人と
して採用された。3つの戦勝とはすなわち、フィレンツェ共和国の終焉とメディチ家による支配の開始が約された
1530年のガヴィーナの戦い、コジモ 1世が圧勝した 1537年のモンテムルロの戦い、シエナ戦争においてコジモ 1
世が勝利をおさめた 1554年のスカンナガッロの戦いを指す。松本 2006, 133-134頁。 
278 サント・ステファノ騎士団については、松本 2006, 131頁以降を参照。 
279 教皇庁艦隊は 12隻から成り、うち 5隻がサント・ステファノ騎士団、残る 7隻はトスカーナ大公国に所属する










































Ⅴ コジモ 1世時代の噴水制作の意義  
 






























































                                                      
1 先行研究において《ヘラクレスの 12功業の噴水》の設置場所についての議論が看過されているなかで、ガルディ






























 次いで、1560 年以降に計画されたヴィンチェンツォ・デ・ロッシの《ヘラクレスの 12 功業
の噴水》およびその代替案と想定された《ヘラクレスとケルベロスの犬の噴水》は、まさしく

















































3 この側面は、コジモ 1世の象徴であるカプリコルノが常に付されていることによっても強調される。Cox-Rearick 
1984, p. 267. 
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4 蝋製の小像《聖ヒエロニムス》をジョヴァンニ・デ・メディチとジュリアーノ・デ・メディチのもとに持参して示


































られる。このとき 2人の公爵のための 2基の墓碑にはそれぞれ、石棺の下に 2体の河神像、石
棺の上に「4 つの時」を表す現存の擬人像が各 2 体、そして壁面に設けられたニッチには、両
公爵の坐像とその両脇に《ジュリアーノ公墓碑》では「天」と「大地」、《ロレンツォ公墓碑》














































                                                      
12 「天」と「大地」についてはミケランジェロとヴァザーリがそれぞれ記述を残しているため確実視されるが、「知
恵」と「意志」についてはトルナイによる仮説に基づく。De Tolnay Michelangelo, vol. 3, p. 70. 
13 Vasari 1568, vol. 5, pp. 452-453［抄訳：『美術家列伝』第 4巻、332頁］; De Tolnay Michelangelo, vol. 3, p. 70. 
14 第Ⅲ章第 1節第 3項を参照。 
15 Cherubini 2011a, p. 78, n. 12. 
16 Cherubini 2011a, p. 48. 


































                                                      
18 グアルフォンダのバルトリーニ庭園での取水事業については、Ferretti 2016, pp. 187 ff.を参照。同庭園の取水装置
および取水技術については、ベンヴェヌート・デッラ・ヴォルパイアらによる『ヴォルパイア手稿』（Biblioteca 
Nazionale Marciana di Venezia, mss. It, IV, 41 (5363), c. 42 recto）に記載されている。 






































                                                      
































                                                      































































































手したのは 1551年とみられる9。それゆえヴァザーリの『美術家列伝』第 2版が 1568年に出版されたこ
とに鑑みれば、庭園計画が企図されるのと時を同じくしてカミッリアーニに彫刻制作が委嘱されたと考
えられる。ルイスの庭園計画については、ヴァザーリの記述やパレルモへ移送された同庭園の彫刻群を
                                            
1 AKL, vol. 15, p. 678. 
2 Vasari 1568, vol. 8, pp. 50-51. 
3 カミッリアーニの父ジョヴァンニ・デッラ・カミッラ（生年不明-1566年）に帰属される作品は確認されていない。ただしミラ
ネージによれば、16世紀中葉にフィレンツェ大聖堂造営局で制作に従事していたとみられる。Vasari 1550/1568 a, vol. 7, p. 628. 
4 Pedone 1986, p. 41. 
5 ペドーネはカミッリアーニの修業時代について、ほぼ同年代の彫刻家ピエリーノ・ダ・ヴィンチ（1530頃-1553年）が12歳でバ
ンディネッリの門弟となるも、その後ニッコロ・トリーボロ（1500-1550年）の工房へと移った経緯を踏まえ、カミッリアーニも
またピエリーノと同様に最終的にはトリーボロのもとで修業を積んだ可能性を指摘している。Pedone 1986, pp. 41-42. 
6 ルイス・デ・トレドは1551年にフィレンツェのサンティッシマ・アンヌンツィアータ聖堂付属の庭園の背後に隣接するサン・
ドメニコ・女子修道院の裏庭の土地を取得し、遅くとも同年12月までにはこれを庭園として整備する計画に着手した。Archivio di 
Stato di Firenze, Mediceo del Principato, f. 406, c. 617; Zangheri 1999, p. 19, n. 8. 
7 ルイスのフィレンツェの庭園装飾のうち、一部は1570年8月にマドリード郊外アランフェスにスペイン国王が所有する庭園に、
残りの彫刻群は1573年にパレルモ市にそれぞれ売却された。前者の移送の決議についてはパレルモ市の評議会議事録（Archivio 
Storico del Comune di Palermo, Consigli Civici, anni 1560-72, n. 68, c. 260）を参照。後者の売却については複数の関連する史料のうち、
ここでは1574年5月26日付の公証人の記録（Archivio di Stato di Palermo, Notaio Carasi Antonino, 1573-74, vol. 6295, fols., 1067-69）が
フィレンツェから移送された彫刻群644ピースの一覧を示している。スペインに渡った作品群については1634年以降散逸してい
る。Jonietz 2011, p. 312. 
8 Vasari 1568, vol. 8, pp. 50-51. ヴァザーリが遅くとも1567年までに執筆したとみて逆算すると、1551年にルイスが敷地を取得した
直後からカミッリアーニは庭園装飾の制作に従事していたと推察される。 
9 1551年12月付、ピエル・フランチェスコ・リッチョからクリスティアーノ・パーニ宛ての書簡（Archivio di Stato di Firenze, Mediceo 
































                                            
10 註7を参照。 
11 Mellini 1556, p. K 3. 
12 アカデミア・デル・ディゼーニョのコンソロは任期半年の3人が務めた。カミッリアーニとともにコンソロに着任したのはバル
トロメオ・アンマンナーティとバッティスタ・ダ・シエナである。同アカデミーについては、森1999, pp. 8-25を参照。 
13 Tonini 1876, p. 240. 
14 バルトリが1542年から1548年にかけてアカデミア・フィオレンティーナで行ったダンテに関する5つの講演を再編集しており、
各講はバルトリを含む3人の話者による対話形式で展開される。1567年にヴェネツィアで出版されたが、執筆年代は1551年6月
から1552年10月と推察されている。Bryce 1983, pp. 253-54; Davis 1975, p. 266. 
15 Bartoli 1567, ragionamento 1; Bryce 1983, p. 269. 
16 Jonietz 2011, pp. 302-07. 































                                            
18 1550年4月5日付、バルトリ（在フィレンツェ）からヴァザーリ（在ローマ）宛の書簡を指す。Vasari–Frey 1982, vol. 1, pp. 281-83, 
no. CXXXVII. 
19 カミッリアーニに関する主要文献は下記の通りである。Venturi 1901-1940, vol. 10, parte 2, pp. 530-45; DBI, vol. 17, pp. 217-18; Pedone 
1986; AKL, vol. 15, p. 678. 
20 Barocchi 1971-1977, vol. 2, pp. 1359-1411（Baccio Bandinelli, “Memoriale”）. 
21 Bartoli 1567, ragionamento 1, p. 1v; Jonietz 2011, p. 302. 
22 Bartoli 1567, ragionamento 1, pp. 17r-21v. 
23 ウェヌス像の限定的な記述については以下に見られる。Bartoli 1567, ragionamento 1, p. 18r. 
24 Bartoli 1567, ragionamento 1, p. 1r: <……noi andavamo insino al giardino del Vescovo di Cortona, perche M. Vincenzio voleva vedere quella 




























                                            
25 BOCCHI−CINELLI CALVOLI 1677, p. 103; JONIETZ 2011, pp. 305-306. 
26 BARTOLI 1567, ragionamento 1, p. 4v: <……oltre alla veduta delle stanze, si vedeva ancora la Fontana del Nettuno, & tutta la spalliera de gli 
aranci, che sapete quanto è bella, per essere alta piu di dodici baccia & lunga pure assai.>; ibid, 18r: <……correva lo occhio infino alla Fontana del 
Nettuno, laquale come vi mostrerò dipoi haveva ad essere infra questa finestra & la spalliera de Melangoli, che voi cola vedete.> 
27 BARTOLI 1567, ragionamento 1, pp. 18v-19r：<……& su questo lastrico moveva per ricetto del Pilo una lunga et larga Tazza, ma nò piu alta 
che un terzo di braccio, et come colà la potete vedete quasi che fornita, la facevo Ovata; nel mezo della quale si posava il Pilo; et di qua et di là vi 
andavano quei duoi monstri marini che voi vedete che con la stiena, & con le spalle loro faccendo forza mostravan di reggere le teste del 
Pilo;……> 
28 BARTOLI 1567, ragionamento 1, p. 18v: <……dentro al quale Arco io fingeva che arrivasse come ad una Porta un Golfo di Mare, & come a 
Proda vi venisse con la sua Nicchia tirata da duoi Cavagli Marini il Nettuno accompagnato da Tritoni & da Nimfe Marine, che tutti diversamente 
versassero acqua in questo Pilo, che qui vedete finito.> 
29 BARTOLI 1567, ragionamento 1, p. 19r: <……le Gambe amendue dequali convertitesi in code, scherzavano giu per la Tazza, che riceveva la 
acqua che traboccava del Pilo; Sopra le sponde del qual Pilo arrivava apunto con le zampe dinanzi de suoi Cavalli Marini il Nettmno; I quali come 






























                                            




1568_De Agostini, vol. 3, p. 394; GOULD 1952, pp. 289-95; FUKADA 2012, p. 20. 
31 VASARI 1568_De Agostini, vol. 6, p. 76. 
32 HEIKAMP 2011, pp. 214-215; VIATTE–BORMAND–DELIEUVIN 2011, cat. 74, pp. 190-193. 
33 ジェノヴァ共和国の軍人アンドレア・ドーリアは1528年に神聖ローマ帝国の海軍総督に着任し、これを受けて同年10月7日に
は「祖国の父」とされ、これを記念するブロンズ像がバンディネッリに委嘱された。現存の状態では欠損しているが、両手には三
叉の戈と小さな海豚を握っていたと推察される。HEIKAMP 2011, p. 212. 


































                                            
35 HEIKAMP 2011, p. 218. 
36 JONIETZ 2011, p. 311. 







































































                                            
39 註20を参照。 































                                            
41 PEDONE 1986, p. 41. 
42 1552年から1554年にかけて、ルイスはカステッロやペトライアで生産された小麦やワイン、その他の穀物などをエレオノーラ
から受け取っていることに加え、1562年12月17日付のエレオノーラの遺言状には、ルイスに対して500スクーディの相続が約
されている。Archivio di Stato di Firenze, Ricordi e Lettere della Ill.ma S.a Duch,a 1552-1554, c. 7r; Archivio di Stato di Firenze, ibid., c, 57v; 
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Cosimo Bartoli, Ragionamenti accademici di Cosimo Bartoli: gentil’ hvomo et accademico 
fiorentino, sopra alcvni lvoghi difficili di Dante, Venezia, 1567, pp. 20-21. 
 
M. A.: Questo vi si crede, ma diteci andava di là lungo la ellera un muricciuolo con le Pile, & con i 
canali come voi bavete fatto a gli Aranci? 
M. C.: Andavavi, & havevo ordinato di metter dentro a quel muricciuolo, tutte quelle sorte di herbe, 
che i Medici chiamano Semplici piu rare, & ch'amano l'humido, & l'ombra; Et quà dove voi vedete 
questo Portone, che divide lo orto della Vigna, voleva che le dette acque, che di qua & di la venendo 
giu per i muricciuoli dalle fontane del Nettunno & della Venere, cadessino oltre al detto portone in una 
Gora larga due braccia, laquale io baveva ordinata che dividendosi in due, mettessi in mezo questo 
viale al manco insino al mezo di esso. 
M. A.: Che Gora? donde si cavava l’acqua viva. 
M. C.: Dirovvelo noi sapete che Messer Luca Alamanni Priore de gli Innocenti, come quello che va 
sempre pensando a la utilità di quella casa, hà condotto qua fuori della porta a S. Gallo lungo le mura 
la acqua del Mugnone, & fatttovi un mulino, io havevo designato che Monsignore ottenessi da S. 
Elena di poter forare le mura della città, quivi presso alla Porta, & di quivi pigliare la acqua, che esce 
del Mulino & condurla insino qui per lo orto di Chiarito, che faceva non poco benefizio a quelle 
Monache; & servirsene poi qui per la sua commodità, & al mezo di questo Viale della Vigna voleva 
che si facesse vn Vivaio ovato nel qualle entrassino queste Gore, & della terra che di esso si cavava, 
havevo disegnato di farne vn Monte, su per ilquale voleva porre tutti quegli altri semplici che amano il 
Sole & lo asciutto, incima del quale volevo assai allori alludendo al Fonte Castalio, & al Monte 
Pernaso, & lo accomodava di sorte che chi usciva del Giardino poteva venirvi difeso dal Sole; perche 
da cotesta banda dove quel Monsignore confina con i vicini, io vi faceva giu per la lungheza un 
salvatico di sorte che di ogni tempo si poteva andare sino alle mura della Città, coperti della ombra. 
M. A.: ame pare che questa fusse una delle belle cose che voi ci facesse, percioche questa acqua che si 
pigliava dal Mugnone, arrichiva in vero questo luogo, & mi maraviglio molto che Monsignore non 







Agostino del Riccio, Trattato di Agricoltura (miscellanea), Ms. Targioni Tozzetti, 56, Firenze, 
Biblioteca Nazionale Centrale di Firenze, vol. I, cc. 32 r-v 
 
     Il terzo modo di condurre l’acque alle città e poi a’ giardini è questo che adesso descriverò, ma 
se nel descrivere sarò al quanto prolisso scusatemi, poiché si favella delle anime dei giardini et orti che 
sono le limpide e cristalline acque, quel modo d’avere l’acque in abbondanza nella città mi par 
bellissimo altresì utilissimo, et si fa in questo modo che si fa una gran pescaia a’ un fiume o fossato 
che vi siamo molt’ acque e detta pescaia si fa discosto alla città due miglia o più o meno secondo 
l’acque che vuoi condurre et a che altezza perché l’acque tanto salgono quanto scendono, però è bene 
pigliarle sopra la città come fece il Gran Duca Cosimo che volendo condurre una gran copia d’acque 
alla città di Firenze, fece fare una gran pescaia sopra il ponte alla Badia di Mugnone, et in far questa 
pescaia si tenne questo bell’ ordine che si tagliò il fiume a tagliaporro, et così si entra ne’ canti de dua 
campi più braccia e fassi un muro a traverso et poi sopra detto muro, profondo più che non è il letto 
del fiume vuol essere, vi si fa una volta forte, che a ogni due braccia habbia una duca a uso di coda di 
rondine, come sono le feritorie che si fanno alli archibusi e artiglierie ne’ muri, che in verso i muri 
sono strette e in bocca sono più larghe, così sono queste buche che si fanno nel fondo della volta, acciò 
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che l’acque possin passare purgate et entrare in quella volta e di quella volta poi si manodono al 
condotto e così facevano gli antichi Romani, che condussero tante acque alla città di Roma, ma 
pigliavano l’acque lontano da Roma più di dodici miglia, e facevano condotti buoni e stabili come 
ogni uno può vedere; così ordinò il suo condotto il Gran Duca Cosimo, con una volta tanto alta anche 
vi va un huomo et ha due muriccioli dove possono andare su su per il condotto due huomini ritti, e per 
il mezzo poi vi ha fatto murare le docce aperte che conducono per il condotto un mezzo braccio 
d’acqua che dicono che è per la metà di quello condotto di Roma che è un braccio d’acqua per ogni 
verso; in vero questo condotto come sarà fornito sarà delle belle e utili memorie che habbi lasciato il 
detto Granduca Cosimo, ma vorrebbe essere seguitato di fare senza risparmio, il detto condotto con il 
suo gran bottino; altresì s’arebbe a seguitare il bellissimo ordine di Sua Altezza cioè che l’acque 
andassino a bei giardini così alle piazza della città che in vero alla città di Firenze non par che gli 
manchi altro se non l’acqua, insieme con regali fonti, poichè adornata come si vede di bellissimi 







1551年 1月 25日  
ルカ・マルティーニからバッチョ・バンディネッリ宛の書簡  
BNCF, Palatino Bandinelli 6, fol. 162.  
WALDMAN 2004, doc. 787. 
 
Molto Mag.co et Ecc.mo S.or Cavaliere etc. Non havendo havuto prima occasione di scrivervi, che al 
presente non l’ho fatto per non vi infastidire, et hora essendomi data dall’ Ill.ma et Ecc.ma Signora 
Duchessa, mi è stata sopra modo cara, per darli questo honorato principio, offerendomeli in tutto 
quello ch’io vaglia che che io mi sia, faccendole fede che mi farà grazia servirsi di me come di cosa 
sua propria et senza rispetto nessuno, in tutto quello che gli occorre. Et perché io non so fare 
ceremonie, et anche li pari vertuosi a voi ne sono inimicissimi, però non dirò altro se non che mi 
riserbo all’opere dove mancassino le parole. Et venendo alla commessione che mi ha data 
l’Illustrissima Signora Duchessa, vi dico da parte sua che gli facciate quanto prima uno modello per 
una fonte che ha da stare nel mezzo del prato del giardino de’ Pitti, dove dal suo piano sarrà l’acqua 
solamente braccia quattro, et sarà in cinquanta barili per hora. Et disidera che, come il luogo è 
capacissimo, così corresponda la fonte, et mi ha commesso che io ve la solleciti et che gnene mandiate 
quanto prima. Et sappiendo io quanto vi sieno a cuore li negozii di S. E. I., non vi dirò altro salvo 
offerirmi et raccomandarmivi, faccendo fine alla presente, pregando Nostro Signore Iddio che vi dia 
ogni contento et allegrezza etc. Di Pisa, alli XXV di gennaio MDL. 







1551年 2月 10日  
ルカ・マルティーニからバッチョ・バンディネッリ宛の書簡  
BNCF, Palatino Bandinelli 6, fol. 172.  
WALDMAN 2004, doc. 792. 
 
Mag.co et Ecc.mo S.or Cavaliere etc. Io ricevetti alli giorni passati la vostra lettera con la suplica e 
insieme quelli disegni dello spangniuolo. Et essendo S. E. I. a Livorno, per potere fare quanto mi 
commette vi aspettai la tornata, la quale fu domenicha, che ancora arivò la vostra siconda insieme con 
il disegnio della fonte et in uno tratto feci, e con l’una Ecc.zia e con l’altra, quanto mi imponesti che 
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lessi loro le lettere. Il S.or Duca presa la suplica e disse che farebbe quanto occoreva et lodò il disegno 
della fonte e così quelli profili dello spangniuolo. E similmente la S.ra Duchessa, la quale mi 
commesse ch’io scrivessi a Messer Pasquino che lo vestisse di nuovo, il che ò fatto questo giorno; e 
allo spangniuolo che attendesse a studiare e a farsi huomo da bene ora che egli n’à sì bella occasione. 
Del disegno della fonte si risolvetteno che voi ne doverete fare qualchuno altro e che tutti insieme poi 
veduti si potranno risolvere. Il che io credo che ci occorerà solamente. Il giudizio vostro fu loro 
gratissimo e vi lodorno della presteza della invenzione, del componimento, del disegno e d’ogni altra 
parte. E perché il dire a noi medesimo le lode delle parte vostre sarebbe una cirimonia, però no’ ne 
dirò altro se non che mi abbiate per scusato se non scrivo di mia mano, ché la indispositione mia n’è 
cagione. E se sono buono a nulla comandatemi. Che Nostro S.re Iddio vi conceda quanto meritano le 
virtù et qualità vostre. E state sano. 
Di Pisa, alli X di febbraio 1550. 







1551年 2月 11日  
バッチョ・バンディネッリからヤコポ・グイーディ宛の書簡  
ASF, Guidi 528/32, no. 1.  
WALDMAN 2004, doc. 793. 
 
Hon.do Messer Iacopo. Per l’ultima di V. S. ralegrato del piacere ch’ha havuto S. Ecc.a ch’io solleciti 
il choro, che posto fia lavoro grandissimo, ho deliberato inanzi ne lievi le mani dar fine a tutto quel 
circulo di marmo, perch’io voglio dare eterna memoria alle degnità ch’io veggio che S. Ecc.a mi vuol 
dare nella mia patria, ch’è il magior contento ch’io possa havere, perché io per sempre veggio 
illustrarne la Casa mia. Et vi aviso che in questo dì della Candellaia sono stato al palazzo de’ Pitti, 
ch’è vicino a trenta anni che più non l’ho veduto, e certo che ne’ moderni non è stato fatto edifitio che 
più s’apressi alli edifitii antichi; ma non voleva manco principe né di forza né d’ingegno. Et sappi S. 
Ecc.a, che diligentemente ho osservato lo spatio del prato dove vuol far la fonte, et farronne qualche 
inventione come m’ha commandato la nostra Ill.ma S.ora Duchessa. Et havendomi a disporre a trovare 
inventione di fontane, farò anchora qualche disegno della fontana di piaza, come mi commandò l’Ill.mo 
Duca, a ciò che possa deliberare a suo piacimento; et perché Luca Martini mi scrive ch’io faccia cosa 
degna della grandezza del loco, come fedele avertirò che la fontana con ogn’altro appartamento sia 
corrispondente a quella parte della muraglia che s’ha da fare, che vien rincontro a detto prato, ché le 
cose che si murano debbono esser guida e superiore a quelle che si piantano. L’altra parte che de’ 
giardini debbasi osservare si è che e partimenti et adornamenti convenghino con le salubrità delle 
regioni, a ciò che gli huomini ne possino pigliare diletto con sanità; e questo prato ch’io ho veduto 
parmi che la natura l’habbi posto tanto ben quanto nisun’altro ch’io n’habbi mai visto. Et perché tutto 
non si può scrivere, quando a S. Ecc.a piacerà, un dì gli mostrerò li ordini che usò Bramante ne’ 
pratelli et fontane che fece a Papa Giulio; dipoi Rafaello d’Urbino lo inmitò a quelle che fece a Papa 
Leone e Clemente; et in questi ho habitati molt’anni. Et m’offero per l’autorità delli studii et disegno 
mio, per honorare S. Ecc.a, superarle. Et ricordandomi d’una parola che mi disse da illustrissimo 
principe, che voleva che questa fonte superassi tutte l’altre, et a tanto mi disporrò. Et a S. Ecc.a 
humilmente bascio le mani, et a V. S. mi racommando. Di Firenze, il dì 11 di febraio MDL. 










1551年 3月 15日  
バッチョ・バンディネッリ (在フィレンツェ )からヤコポ・グイーディ宛の書簡  
ASF, Guidi 528/32, no. 4.  
WALDMAN 2004, doc. 800. 
 
Honor.do Messer Iacopo. Desidero Sua Ecc.a sappi come è finito a travati che ànno a servire per 
murare l’arcone et cornicioni et architravi, che sono pietre molto grande, però è bisognato torre molto 
legname, et grossi, et hoccupano lo spatio dall’un cancello all’altro, che rincontrono le porte delle 
sagrestie. Et perché tale apparato è faticoso et di scompiglio alla chiesa, avvertisca Sua Ecc.a, se vuole 
fare alcuna provvisione per lo altare, innanzi che simili machine si guastino, che se più si arà a rifare, e 
preti saranno forzati di uficiare in altro luogo; che’ mediate arò messo el Chrissto, tornerò lo altare al 
suo antico luogo. Però Sua Ecc.a, che è prudentissima, consideri quello che vuole fare. 
Appresso, aspettavo con desiderio che mi facesse vedere (pensando esserne degno) come Bernardone 
o Francesco da Sangallo, ma è ragionevole Sua. Ecc.a faccia gratia a chi più gli piace, ché ormai sono 
tanto in là con gli anni, che poca parte me ne tocca; ma io penso, come Signore giustissimo, mi vorrà 
riserbare a gratia magiore, et di più utile, come si aspetta alla sua grandezza et alle magnifiche opere 
che ei mi fa fare. E si degni notare e disegni che io gli ho mandati delle fonti, perché Sua Ecc.a più 
volte mi à detto che vuole che superino tutte le altre, et per ubbidirlo, Vostra Signoria gli dica come io 
ho diligentemente investigato e ricerco de’ maestri che ànno lavorato sopra le fonti di Messina, e 
truovo che sono magnifiche, et che sono fatte senza alcuno rispiarmo [sic]. Però el maestro non ha 
guardato a fatica, et à fatto a ciascuna delle fonte tre pile, che l’una gatta in nell’altra, tutte storiate di 
mostri, et la prima, che si parte di terra, è in ottangolo. Ma io prometto a Sua Ecc.a, se le mie fatiche 
gli piaceranno, fargli una fontana che non solo supererà tutte quelle che oggi si veggono sopra della 
terra, ma io voglio che i Greci et Romani non abbino mai auto una simile fontana. E se gl’altri Signori 
ànno ispeso dieci, darò tali hordini brievi che Sua Ecc.a non ispenderà cinque, et di questo à di me vero 
exenpio. Ma io lo voglio umilmente supplicare che si degni mantenermi la gratia, che con tanta 
benignità mi à inpromesso, né altro da Sua Ecc.a desidero. E così da fedel servo gli bacio la mano, et a 







1551年 5月 5日  
バルトロメオ・サーラ（在フィレンツェ）からエルコレ 2世・デステ（在地不明）宛
の書簡  
Archivio di Stato di Modena, Ambasciatori, Firenze, fasc. 16, s.c. 18. 
 
un maestro Luca Ghino medico che legge in Pisa et molto familiare del detto Duca desidera avere una 
patente da Vostra Eccellenza conforme all’incluso suo memoriale; la supplico si degni comandare sia 
fatta et mandatami, atteso che Sua Eccellentia l’ha fatta dire con molta istantia perché si diletta 
anch’Essa di queste erbe et hanno da servire per un suo giardino in Pisa, al qual giardino maestro Luca 
[Ghini] è soprastante […] andai una hora prima et trovai Sua Eccellenza con la Signora Duchessa 
[che] uscivano di palazzo per andare al Palazzo di Pitti, ove è un grandissimo giardino, che si acconcia 
spianando monti et facendo delli miracoli che fa ancora Vostra Eccellentia, di far boschi et piantare a 
un tratto 5 o 6 mila arbori et condurre acque et fare cose che sono opere da grandi. Nel partir dal 
palazzo la Signora Duchessa, subito che mi vidde, mi chiamò et accostandomi alla lettica mi domando 
di Vostra Eccellenza ancora che per le lettere del Babbi avea inteso che stava bene, risposi Vostra 
Eccellenza era sanissima […] et giunti al palazzo de Pitti volse che io entrassi drento ancor che non 
fussi concesso ad alcuno, salvo che al Vescovo di Cortona; entrati mi dimandò quello mi pareva del 
sito di quel luogho: io dissi quello che deve dire ognuno delle cose che piacciono a’ Signori et lo lodai 
in tutte le parti; è un luogho grandissimo che ha colline intorno; nel mezzo un piano con una fonte, et 
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una peschiera o vivaio come qui si dice; per le colline sono piantati boschetti di sorte di arberi diversi: 
lauri, castagni, olivi et altri fruttari […]. Il palazzo è imperfetto et ha una vista delle belle di Fiorenza 
che sendo all'alta scopre il piano tutto col fiume et le colline basse; dicono quella parte finita ch'è la 
quarta d'esso, costò forse 100.000 scudi et la Signora Duchessa l’ha comprato per 9000 scudi col 
terreno che dicono se si lavorasse et seminasse renderia 500 scudi d’entrata. Nascono da ogni banda 
delle colline due fonti che scendendo per i condotti a basso e vengono poi a far la fonte e il vivaio che 
ho detto: piacesse a Dio che un tal sito avesse Vostra Eccellenza in Ferrara che con l’artificio non 
accaderia andarlo fabbricando, ma crederei ben col suo grandizio si facessero opere più vaghe assai di 
queste. Subito entrai nel giardino et vedutomi il Signor Duca mi chiamò et tiratomi molto dagli altri 







1551年、おそらく 4-9月  
ボーボリ庭園の噴水のためにバッチョ・バンディネッリが発注した大理石ブロックと
運搬費用の一覧表  
ASF, Miscellanea Medicea 708, fols. 357-357v. 
WALDMAN 2004, doc. 803. 
 
Yhesus 
Nota de’ marmi che domanda il Cavaliere per la Ill.a et Ex.ma S.a Duchessa, et quello costeranno 
insino posti in barcha a’ marina: 
8 pezzi di marmo segnati A, d’altezza di braccia 2⅓ et grossezza braccia 1½ per ogni verso, l’uno 
per scudi dieci c[i]aschuno; 
montono.........................................................................................................................................scudi 80 
8 pezzi di marmo tondi segnati B, di larghezza di braccia 2 et grossezza di braccia ½ l’uno,  per 
scudi dua 
c[i]aschuno................................................................................................................................... scudi 16 
8 pezzi di marmo segnati C, alti braccia 2⅓ et larghi braccia 2¼ et grossi braccia 1¼, per scudi otto 
l’uno............................................................................................................................................. scudi 64 
32 pezzi di marmo segnati D, per le sponde della fontana, cioè pezzi 16 lunghi braccia 5⅓ et larghi 
braccia ½ et grossi ⅔; et pezzi 16 di braccia 1¾, grossi ⅔ et larghi braccia ½; montono in tutto 
…………………………………………………………………………………………………scudi 20 
8 pezzi di marmo segnati E, d’altezza di braccia 1¾ et larghezza braccia 1½ et grossezza braccia 1¼, 
per scudi 6 l’uno.....................................................................................................……………...scudi 48 
1 pezzo della misura (segnato F) lungo braccia 3⅕ et largho braccia uno et ⅛ et grosso ¼, per scudi 
dua………...................................................................................................................................scudi dua 
8 pezzi segnati G, alti braccia 2, larghi braccio 1 per ogni verso, per scudi tre c[i]aschuno.....scudi 24 
8 pezzi segnati H, alti braccia 2, larghi braccio 1 et grossi braccia ½ l’uno, per scudi 1½ 
c[i]aschuno……………................................................................................................................scudi 12 
1 pezzo di marmo segnato I, per una colonna d’altezza di braccia 4 et braccia 1½ per ogni verso, in 
tutto scudi venti…………………………….……………………………………………………scudi 20 
2 pezzi di marmo per uno piede, tondi, larghi braccia 3 l’uno et grossi braccia 1½, e dato loro il 
prezzo secondo pensa il Cavaliere, che vaglino scudi 50……………………………………….scudi 50 
8 pezzi cioè 4 per fare satiri et 4 per fare uccegli, che hanno a essere abozzati secondo che farà il 
modello il Cavaliere, che giudica il Cavaliere possino valere scudi cento.................................scudi 100 
〔総計〕                                                                                   
scudi 436 
Sommono tutti e marmi, come nelle faccie di là si vede.........................................................scudi 436 
A presso spese, et prima: 
Per noli de’ sopradetti marmi dalla piagg[i]a a Pisa................................................................scudi 190 
 6 
Per noli da Pisa al porto a Signa, scudi 270.............................................................................scudi 270 
Per Carradura dal porto a Firenze, scudi 130...........................................................................scudi 130 
〔総計〕                                                                                  
scudi 1026 
Sommono e sopradecti marmi per costo et spese, come si vede, insino condocti in Firenze, scudi 








1551年 11月 2日 -1554年 1月 18日  
ボーボリ庭園とその他の諸計画のために大聖堂造営局からバッチョ・バンディネッリ
に譲渡された大理石ブロックの一覧表  
BNCF, Palatino Bandinelli 2/10, fol. 77.  
WALDMAN 2004, doc. 837. 
 
1551 
A Sua Ex.ia Ill.a addì 2 di novembre pezzi cinque di marmo biancho per lui al S.e Cavaliere 
Bandinello, disse per la fontana de’ Pitti, pesorno...................................................................libbre 7900 
Et addì X decto pezzi uno di marmo disse per la decta fontana, pesò……..........................libbre 1000 
Et addì 16 decto pezzi uno di marmo disse per la decta fontana............................................libbre 800 
Et addì 9 di gennaio pezzi uno di marmo levò il Mancino et portollo nella stanza del Cavaliere, disse 
per la decta fontana...................................................................................................................libbre 2200 
Et addì 5 di novembre 1553 uno pezzo di marmo mandatogli nella sua stanza…………...libbre 1750 
Et addì 29 decto pezzi uno di marmo, il quale disse haverlo a pagare il Signiore Don Luigi, 
pesò.............................................................................................................................................libbre 750 
Et addì 18 di gennaio uno pezzo di marmo levò Giovannino scultore, disse per fare una testa alla S.a 
Duchessa......................................................................................................................................libbre350 







1551年 11月 12日 (?) 
ボーボリ庭園の噴水に用いる大理石ブロックに関するバッチョ・バンディネッリの覚
書  
ASF, Miscellanea Medicea 93/3, no. 32-101.  
WALDMAN 2004, doc. 842. 
＊①から⑦の番号は覚書のスケッチに付した番号に対応する。いずれも筆者による付記。 
 
① Ischaglione dove posa l’ota[n]golo; lungo braccia 5½, largo braccia 1⅓, groso ⅓. 
② Nichi, pezi 12; largo braccia 1⅔, groso ⅔. 
③ iIsponda [sic] de l’otangolo, lunga braccia 5⅔, alta braccia 1⅖; la facia disopra larga ⅝.  
④ L’angulo de lo otangolo che risalta el suo piano; è lungo braccia 1⅔, largo braccia 1⅛ e di più li 
ogieti; alto chome la sponda. 
⑤ Nichi, pezi 8; largo braccia 2; groso ⅔. 
⑥ Da l’uno chanto a l’altro braccia 1 ⅓; el tuto fa braccia 2⅔. 
⑦ Cholona che va tra le figure; alta braccia 4½, grosa braccia 1⅓. 
 7 
S’averti[s]cie che deti marmi sieno tagliati i’ modo che le loro quadrature sieno rispondente al cientro 
de l’otangolo, misurato a la sua grandeza, chome le pietre mostrano. 
 A[n]chora s’averti[s]cie e marmi sieno cha[m]pati e migliori e più beli per l’utile de’ lavoro, perché 
v’è di cierte sorte marmi che si pena più tenpo la metà a farli, e chararini si sforzano darne perché sono 
facilissimi a chavarli, ché e beli e buoni istano molto alti, però su s’à mandare uno uomo praticho che 
chonoscha le paste che non abino tarsi né ismerigli, che portano asai tenpo a lavorarli, e per questo no’ 
si trova maestro che tog[l]i uno lavoro di marmo i’ chotimo che no’ voglia cho’ l’ochio suo vederli 







1579年 5月 1日  
大公国秘書官タナイ・デ・メディチ（在フィレンツェ）から大公フランチェスコ１世
（在地不明）宛の書簡  
Arch. Med. Carteggio del Granduca Francesco filza 64. 
GAYE 1839-1840, vol. 3, no. CCCLXXIII, pp. 423-433. 
 
 Sermo. Gran Duca 
 Lamannato si trova in casa che si medica, e per quanto ho ritratto dal lui delle quatro statue di marmo 
che si truovono di suo in palazzo, venè dua che havevono andare in nichie, e mettevono in mezzo una 
porta, che era la Flora, ch’à fiori in grembo, el braccio armato, e dinota Fiorenza, l’altra è un giovane 
che significha il prudente, che ha limpresa di Cesare Agusto in mano; la femmina che si preme le 
poppe è fatta per la terza, e quel altra è Giunone per l’aria, e questo (sic) sedeva sopra un gran cerchio, 
che circhonda la terza, al qual cerchio va di dentro le due figure che sono nella loggia de’ Bardi, che 
luna è fatta pel fiume d’Arno e l’altra pel fonte di Pernaso, che però ha sotto il cavallo allato. e tutto 
questo gruppo significa come nasce laqua, e ne nascono le fonti e i fiumi, e però à fatto la fonte di 
Pernasso, sendo che Fiorenza habbia molto propria la poesia, et Arno che fa fertile la cità. di tutto 
questo gruppo ne ha il disegnio, e lo mosterrà a V. A. Sma. mercoledì, che arà finito di purgarsi. 
  Firenze primo Maggio 79 







Cosimo Bartoli, L’architettura di Leon Battista Alberti: tradotta da lingua Fiorentina da Cosimo 
Bartoli Gentil’huomo e Accademico Fiorentino, Cap. III., p. 365. 
 
 Sono alcuni, che affermano che le acque, che corrono sempre, non escono di vn’vaso come raccolte 
in esso, ma che di quei luoghi, onde elle nascono continouamente vi si generino di aria, non dogni 
sorte aria, ma di quella finalmete, che sia piu atta a diuetare vapore, & che la terra & massimo, i Monti 
sono come vna spugna piena di Pori, per i quali l’aria conceputa diuenta piu serrata per il freddo & si 
vnisce insieme, & penso che questo accaschi si per gli altri inditii si per questo che e’veggono che i 









Domenico Mellini, Descrizione Dell' Entrata Della serenissima Reina Giovanna d'Austria Et 
dell'Apparato, fatto in Firenze nella venuta, & per le felicissime nozze di S. Altezza Et 
del'Illustrissimo, & Exellentiss. Don Francesco De Medici, Prencipe di Fiorenza, & di Siena, 
Firenze 1556, pp. 110-112. 
 
Della Fontana, che è in ful canto del/Aringhiera del Palagio Ducale. 
Cap. XIIII. 
 
Poco piu oltre in sul canto dell’Aringhiera del Palagio Ducale di verso Tramótana; per lo qual uéto, et 
per Ostro corre la sua facciata dinanzi, si trovava la Fótana fatta fat nuouaméte dall’Eccellentissimo 
Signor Duca cosi p. maggior commodità di molti, come per ornamento perpetuo di quelluogo, 
havendovi egli fatto per hora condurre l’acqua della fonte alla Ginevra un mezzo miglio fuori della la 
Città, & dato ordine, che quanto prima villa ancor quella di Monte Reggi cinque miglia lontana. Acque 
amendue buone nel grado dell’eccellenza, oltre all’altre tutte, che sono salutifere: delle quali la città, 
& tutto il paese è abbondantissimo. Di questa fontana dunque, & del suo ricco ornamento, & della sua 
bellezza non mi è parso di dover in alcun modo tacere in cosi fatta narrazione essendo ella 
massimamente stata sollecitata, & in un certo modo finita, & messa in uso, accioche ella 
accompagnasse l’apparato delle Nozze della Serenissima Précipessa. Però con brevità dicendo 
com’ella stia, me ne passerò a quello che mi resta a dire di esso apparato. E lo suo Vaso con tre 
scaglioni ch’egli ha all’intorno fatti diversamente da tutti gli altri gradi & da tutte l’altre scale per li 
molti risalti, tagliate, concavità, & angoli, alto piu di tre braccia, girando della parte di dentro poco 
manco di braccia 64. & essendo lo suo diametro braccia 20. questo ha otto faccie, che quattro ve n’ha 
maggiori, et quattro un terzo di quelle minori: le quali essendo terminate da otto Angoli risaltano 
infuori, & hanno con le maggiori assai della somiglianza, & proporzione, che i coni della pianta 
dell’abaco del capitello Corinthio ma piu spuntati dell’ordinario, hanno con le faccie concave, & lati 
grandi di quello. ciascuna delle quali è ornata di tre statue di quattro braccia l’una. & di queste due 
sono due Satiri, i quali seggono in sur’un risalto, che fa infuori il corpo del Vaso della Fontana. & 
sostengono la cornice. di maniera, che ciascuno di essi sedendo ad un’angolo adorna due faccie, una 
minore, et una maggiore, Questi Satiri hanno appresso di loro alcuni panieri picni di ricci di castagno, 
& d’altri frutti saluatichi. La terza statua è una figura, che stede sopra il cornicione nel mezzo delle 
minori faccie, & come persona, che fusse in sul lito del mare, ha nelle mani, et d’intorno conchiglie, 
chiocciole marine, Gamberi, Delfini, et due Cornucopij pieni di varie cose, che facendo Festone, 
vanno a trovare gli angoli e Satiri, & sono quattro in tutto; due di maschio, et due di femina, 
tramezzate fra di loro. Le faccie maggiori sono adornate da certi begli scherzi di bambini, & di mostri 
marini insieme di basso rilevo in diverse attitudini. 
   Nel mezzo del vaso è posta una statua di marmo alta dieci braccia, figurata per Nettunno coronato 
di Pino, secondo che gli antichi usorono di coronarlo, col tridente nella destra mano, et con le briglie 
de’ suoi cavalli nella sinistra, i quali tirono il Carro, in sul quale egli sta ritto con bella attitudine, 
mostrandosi nel sembiante tutto lieto, et benigno. 
   E il detto Carro fatto d’un grandissimo nicchio, arricchito, & abbellito di cose marine, & di gestoni 
di Pino, & dinanzi del Capricorno, & dietro dell’Ariete. Quello ascendente del Duca, & questo del 
Prencipe, et d’intorno al Nettunno in sul medesimo Nicchio, et Carro sono tre Tritoni di marmo, i 
quali stanno ritti, & in guisa, che pare che suonino le loro Buccine: & essendo ciascuno di essi forato, 








fig. I.2.1 「フィレンツェ広域航空写真」 
 






fig. I.2.3  カステッロのメディチ家別邸（現アカデ
ミア・クルスカ） 
 
fig. I.2.4  ジュスト・ウーテンス《カステッロのメ
ディチ家別邸の景観》1599 年、キャンバ
スにテンペラ、フィレンツェ郷土史博物
館 inv. 1890, no. 6316 
 
fig. I.2.5  《カステッロの大公の別邸への取水を示
す水路図》プラハ、農林省古文書館 Fondo 
Lorena, Pietro Leopoldo, f. 57, c. 10 
 
fig. I.2.6  《カステッロの大公の別邸への取水を示
す水路図》（fig. I.2.5部分：庭園内の水路） 
 
fig. I.2.7  ジュスト・ウーテンス《カステッロのメ
ディチ家別邸の景観》（fig. I.2.4部分） 
 















殿、レオ 10 世の区画（コジモ 1 世の間） 
 
fig. I.2.11  メディチ家別邸ラ・ペトライア 
 





fig. I.2.13  ピエロ・デル・マッサイオ《フィオレン
ティア》（部分：サン・ガッロ門）ヴァテ







ィツィ美術館版画素描室  inv. no. 21918 























































fig. I.2.26 フィレンツェ、ヴェッキオ宮殿五百人大広 間南壁外観 



































































fig. II.1.7  マルコ・ディ・バルトロメオ・ルスティ
チ《サント・セポルクロへの旅路の記録》




fig. II.1.8  マルコ・ディ・バルトロメオ・ルスティ
チ《サント・セポルクロへの旅路の記録》
























































fig. II.2.12  作者不詳《ライオンの水場》フィレン
ツェ、オルランディーニ宮殿 
 












fig. II.2.16  ドナテッロ《魚を担ぐクピド》
1435-1440年頃、ブロンズ、ロンドン、
ヴィクトリア・アンド・アルバート美
術館 inv. no. 475-1864 
 


























堂の装飾》素描帖 R.F. 1484, 13（fol. 16 
recto）パリ、ルーヴル美術館素描版画室 
 












世紀のドーリア邸敷地）1597 年、222 x 
400 cm、カンヴァスにテンペラ、ジェノ




















































fig. II.3.16  モントルソリ《カンデラブロ噴水》（fig. 
II.2.47：水槽部分） 
 
fig. II.3.17  モントルソリ《カンデラブロ噴水》（fig. 
II.2.47：水槽縁装飾部分） 
 
fig. II.3.18  モントルソリ《カンデラブロ噴水》（fig. 
II.2.47：トリトーン部分） 
 
fig. II.3.19  モントルソリ《カンデラブロ噴水》（fig. 
II.2.47：トリトーン部分） 
 
fig. II.3.20  モントルソリ《カンデラブロ噴水》（fig. 
II.2.47：プットーたち部分） 
 
fig. II.3.21  モントルソリ《カンデラブロ噴水》（fig. 
II.2.47：プットーたち部分） 
 












fig. II.3.24  モントルソリ他《オリオンの噴水》（fig. 
II.3.15） 
 




















































































fig. II.3.43  モントルソリ《オリオンの噴水》
（fig.II.3.15部分：《海馬》） 
 
fig. II.3.44  モントルソリ《オリオンの噴水》
（fig.II.3.15 部分：《海のグリフィン》） 
 
fig. II.3.45 モントルソリ《オリオンの噴水》（fig. 
II.3.15部分：上部構造） 
 
fig. II.3.46 モントルソリ《オリオンの噴水》（fig. 
II.3.15部分：《トリトーン》） 
 
fig. II.3.47 モントルソリ《オリオンの噴水》（fig. 
II.3.15：上部構造《ネレイス》部分） 
 
fig. II.3.48 モントルソリ《オリオンの噴水》（fig. 
II.3.15：上部構造《ネレイス》部分） 
 








fig. II.3.51 モントルソリ《オリオンの噴水》（fig. 
II.3.15：上部構造部分） 
 
fig. II.3.52 モントルソリ《オリオンの噴水》（fig. 
II.3.15：《オリオン》〔正面観〕） 
 


































fig. II.3.62 モントルソリ《ネプトゥヌスの噴水》（fig. 
II.3.55：左手前角部分） 
 
fig. II.3.63 モントルソリ《ネプトゥヌスの噴水》（fig. 
II.3.55：水槽縁装飾と小水盤部分） 
 
fig. II.3.64 モントルソリ《ネプトゥヌスの噴水》（fig. 
II.3.55：ネプトゥヌスの台座部分） 
 
fig. II.3.65 モントルソリ《ネプトゥヌスの噴水》（fig. 
II.3.55：ネプトゥヌスの台座部分） 
 











fig. III.1.1  ジュスト・ウーテンス《カステッロの
メディチ家別邸の景観》1599年、キャ
ンバスにテンペラ、フィレンツェ郷土
史博物館 inv. 1890, no. 6316 
 
























































彩、93.7 x 76.4 cm、フィラデルフィア









fig. III.1.18  「ガイヨン城の噴水」Androuet Du 
Cerceau 1576, vue 214, p. 261  
 






































































































オメネ》1520 年頃、板に油彩、75.8 x 
57.6 cm、スコットランド、国立絵画館 






レンツェ、国立中央図書館  Nuove 




















fig. III.1.50 ドメニコ・デ・ポーロ 《コジモ 1世の
肖像メダル》（裏面）ロンドン、サザビ
ーズ（1974年 5月 27日） 
 
fig. III.1.51 ドメニコ・デ・ポーロ 《アレッサンド
ロ・デ・メディチの肖像メダル》（裏面）
ロンドン、大英博物館 inv. no. George 









レンツェ、貴金属美術館 inv. Bargello 


















う 2 人の裸体人物の習作》1505 年頃、
ペンと褐色インク、ワシントン、ナシ






































fig. III.2.1  ステファノ・ボンシニョーリ《フィレ
ンツェ地図》（部分：ピッティ宮殿とボ
ーボリ庭園）1584 年、フィレンツェ、
ウフィツィ美術館素描版画室 inv. no. 
21918 ST. SC. 
 









fig. III.2.4  フィレンツェ、ピッティ宮殿付属ボー
ボリ庭園イゾロット俯瞰写真 
 



















fig. III.2.9  ピッティ宮殿付属ボーボリ庭園「アン
フィテアトロ」全貌写真 
 






























210 x 286 mm（Giovanni Giacomo de’
Rossi, ed., Le fontane di Roma nelle 
piazze e luoghi pubblici della città con li 
loro prospetti come sono al presente, 
Roma, 1691, vol. 1, pl. 4）ロンドン、大




関する覚書》1551年 11月 12日（?） 
Archivio di Stato di Firenze, Miscellanea 




fig. III.2.18 大理石発注リスト 1より石材 A 
 
fig. III.2.19 大理石発注リスト 1より石材 B 
 
fig. III.2.20 大理石発注リスト 1より石材 C 
 
fig. III.2.21 大理石発注リスト 1より石材 D-a 
 
fig. III.2.22 大理石発注リスト 1より石材 D-b 
 
fig. III.2.23 大理石発注リスト 1より石材 E 
 
fig. III.2.24 大理石発注リスト 1より石材 F 
 
fig. III.2.25 大理石発注リスト 1より石材 G 
 
fig. III.2.26 大理石発注リスト 1より石材 H 
 
fig. III.2.27 大理石発注リスト 1より石材 I-a 
 
fig. III.2.28 大理石発注リスト 1より石材 I-b 
 
fig. III.2.29 大理石発注リスト 2より石材① 
 
fig. III.2.30 大理石発注リスト 2より石材② 
 
fig. III.2.31 大理石発注リスト 2より石材③ 
 
fig. III.2.32 大理石発注リスト 2より石材④ 
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fig. III.2.33 大理石発注リスト 2より石材⑤ 
 
fig. III.2.34 大理石発注リスト 2より石材⑥ 
 
































fig. III.2.45 石材①③④⑥D-a で構成する外枠構造
（見取り図） 
 
fig. III.2.46 石材①③④⑥D-a で構成する外枠構造
（立面図） 
 
fig. III.2.47 石材①③④⑥D-a で構成する外枠構造
（平面図） 
 
fig. III.2.48  石材 D-bで構成する内水槽（見取り図） 
 
fig. III.2.49  石材 D-bで構成する内水槽（立面図） 
 
fig. III.2.50  石材 D-bで構成する内水槽（平面図） 
 
fig. III.2.51  石材 AC で構成する下部構造（見取り
図） 
 
fig. III.2.52  石材 ACで構成する下部構造（立面図） 
 
fig. III.2.53  石材 ACで構成する下部構造（平面図） 
 
fig. III.2.54  石材 EGHで構成する下部構造（見取り
図） 
 
fig. III.2.55 石材 EGHで構成する下部構造（立面図） 
 






























fig. IV.1.3  アンマンナーティ《ユノ》大理石、180 
cm、フィレンツェ、バルジェッロ国立
美術館 inv. Depositi, n. 135 
 
fig. IV.1.4  アンマンナーティ《孔雀》大理石、63 
x 83 x 27 cm、フィレンツェ、バルジ
ェッロ国立美術館 inv. Depositi, n. 149 
fig. IV.1.5  アンマンナーティ《孔雀》大理石、66 
x 115 x 30 cm、フィレンツェ、バルジ
ェッロ国立美術館 inv. Depositi, n. 150 
fig. IV.1.6  アンマンナーティ《ケレース》大理石、
230 cm、フィレンツェ、バルジェッロ
国立美術館 inv. Depositi, n. 132 
 
fig. IV.1.7  アンマンナーティ《賢明》大理石、232 
cm、フィレンツェ、バルジェッロ国立
美術館 inv. Depositi, n. 133 
 
fig. IV.1.8  アンマンナーティ《フィレンツェ》大
理石、240 cm、フィレンツェ、バルジ
ェッロ国立美術館 inv. Depositi, n. 140 
 
fig. IV.1.9  アンマンナーティ《アルノ河》大理石、
230 cm、フィレンツェ、バルジェッロ
国立美術館 inv. Depositi, n. 141 
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fig. IV.1.10  アンマンナーティ《パルナッソスの
泉》大理石、213 cm、フィレンツェ、
バルジェッロ国立美術館 inv. Depositi, 
n. 139 
 











fig. IV.1.13  パオロ・ジョーヴィオによる「メディ
チ家のインプレーザ」（Giovio 1556, p. 
31） 
 
fig. IV.1.14  マルコ・デッツィ・バルデスキによる
《ユノの噴水》の再構成案（Dezzi 
Bardeschi 1969）  
 
fig. IV.1.15  デトレフ・ハイカンプによる《ユノの
噴水》の再構成案（Heikamp 1977）  
 
fig. IV.1.16  アンマンナーティ《ユノ》（fig. III.1.3） 
 
fig. IV.1.17  アンマンナーティ《ユノ》（左側面観：
fig. III.1.3） 
 
fig. IV.1.18 「大気」の擬人像（Ripa 1611, p. 218） 
 
fig. IV.1.19  アンマンナーティ《ユノ》（タンバリ
ン：fig. III.1.3部分） 
 
fig. IV.1.20  アンマンナーティ《ユノ》（左手：fig. 
III.1.3部分） 
 
fig. IV.1.21  アンマンナーティ《ケレース》（ fig. 
III.1.6） 
 
fig. IV.1.22  アンマンナーティ《ケレース》（左側
面観：fig. III.1.6） 
 
fig. IV.1.23 「大地」の擬人像（Ripa 1611, p. 215） 
 
fig. IV.1.24  アンマンナーティ《パルナッソスの
泉》（fig. III.1.10） 
 
fig. IV.1.25  アンマンナーティ《パルナッソスの
泉》（左側面観：fig. III.1.10） 
 










fig. IV.1.29  アンマンナーティ《ユノの噴水》（fig. 
III.1.2部分） 
 
fig. IV.1.30  アンマンナーティ《アルノ河》（ fig. 
III.1.9） 
 





fig. IV.1.32  アンマンナーティ《アルノ河》（側面
観：fig. III.1.9） 
 
fig. IV.1.33  アンマンナーティ《賢明》（fig. III.1.7） 
 














fig. IV.1.37  アンマンナーティ《フィレンツェ》（fig. 
III.1.8） 
 
fig. IV.1.38  アンマンナーティ《フィレンツェ》（右
腕部分：fig. III.1.8） 
 
fig. IV.1.39  アンマンナーティ《フィレンツェ》（兜
部分：fig. III.1.8） 
 
fig. IV.1.40  アンマンナーティ《フィレンツェ》（金
羊毛皮騎士団の騎士勲章  部分： fig. 
III.1.8） 
 
fig. IV.1.41  アンマンナーティ《パルナッソスの
泉》（fig. III.1.10） 
 
fig. IV.1.42  アンマンナーティ《パルナッソスの
泉》（胸部：fig. III.1.10） 
 
fig. IV.1.43  アンドレア・マンテーニャ《パルナッ
ソス》1497年、キャンバスにテンペラ、
54.6 x 70.7 cm、パリ、ルーヴル美術館 
 
fig. IV.1.44  ラファエッロ《パルナッソス》
1510-1511 年、フレスコ、幅 670 cm、
ヴァティカン、署名の間 
 























fig. IV.1.50  アンマンナーティ《ユノの噴水》（fig. 
III.1.2部分） 
 






インプレーザ」 Jacopo Rilli, Noticie 
Letterarie, ed istoricheintorno agli 
uomini illustri dell’Accademia fiorentina, 
Firenze, 1700の扉絵より転載 
 
fig. IV.1.53  バルトロメオ・アンマンナーティ《ユ
ノの噴水》（fig. III.1.2） 
 
fig. IV.1.54  アンマンナーティ《フィレンツェ》（fig. 
III.1.8） 
  
fig. IV.1.55  アンマンナーティ《フィレンツェ》（右
腕部分：fig. III.1.8） 
 
fig. IV.1.56  アンマンナーティ《フィレンツェ》（左
腕部分：fig. III.1.8） 
 





























fig. IV.2.8   ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ《ヘラ
クレスの 12 功業の噴水の構想》1562
年頃、433 x 253 mm、紙に尖筆、黒チ
ョーク、ニューヨーク、クーパー・ヒ
ューイット美術館 inv. 1942-36-1 
 
fig. IV.2.9   ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ《ヘラ
クレスの物語習作》1569年以降、350 x 
450 mm、紙にペン、褐色インク、パリ、
ルーヴル美術館 inv. 1573 
 

















fig. IV.2.14  ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ《ヘラ
クレスの物語習作》（fig. III.2.9 部分） 
 





fig. IV.2.16  ブロンズィーノ《背面観の裸体男性像
習作》1565-1569 年、裏打ちされた紙
に黒チョーク、28.8 x 21.6 cm、パリ、
ルーヴル美術館素描版画室 inv. 10900F 
 
fig. IV.2.17  ヴィンチェンツォ・デ・ロッシに帰属
《ヘラクレスとケルベロスの犬の泉
の構想》所在不明（1982 年 12 月まで
ロンドン） 
 




fig. IV.2.19  ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ《ヘラ
クレスとケンタウロス》（fig. III.2.2） 
 
fig. IV.2.20  ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ《ヘラ
クレスとアンタイオス》（fig. III.2.3） 
 
fig. IV.2.21  ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ《ヘラ
クレスとアマゾン王ヒッポリュテ》
（fig. III.2.4） 




fig. IV.2.23  ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ《ヘラ
クレスとディオメデス王》（fig. III.2.6） 
 
fig. IV.2.24  ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ《天球
を支えるヘラクレス》（fig. III.2.7） 
 





















fig. IV.2.30  ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ《テセ
ウスとヘレネ》（正面観：fig. III.2.10） 
 
fig. IV.2.31  ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ《テセ
ウスとヘレネ》（左側面観：fig. III.2.10） 
 





















fig. IV.2.37  ミケランジェロ《勝利》1534年、大理
石、フィレンツェ、ヴェッキオ宮殿五
百人大広間 




fig. IV.2.39  ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ《死せ
るアドニス》1565-1570 年、大理石、
68 x 166.5 x 65 cm、フィレンツェ、バ
ルジェッロ国立美術館 inv. Sculture, n. 
6 
 
fig. IV.2.40  ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ《ヘラ
クレスとカクス》（右側面観：fig. III.2.1） 
 




fig. IV.2.42  ミケランジェロ《勝利》（右側面観：
fig. III.2.37） 
 






































fig. IV.2.51  ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ《ヘラ
クレスとアンタイオス》（fig. III.2.3） 
 





fig. IV.2.53  ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ《ヘラ
クレスの 12 功業の噴水の構想》（fig. 
III.2.8） 
 
fig. IV.2.54  ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ《ヘラ
クレスの物語習作》（fig. III.2.9） 
 





fig. IV.2.56  バッチョ・バンディネッリ《戦闘場面
の裸体群像習作》（部分）1512 年頃、
黒鉛筆、ロンドン、大英博物館  inv. 
1895,0915.562 
 
fig. IV.2.57  バッチョ・バンディネッリ《レダと白
鳥》（部分）1512 年頃、板に油彩、パ
リ大学 inv. 44, monuments historiques, 
24.12.1974 
 
fig. IV.2.58  バッチョ・バンディネッリ《ノアの酩
酊》（部分）1530年、大理石、60 x 130.5 
cm、フィレンツェ、バルジェッロ国立
美術館 inv. 311 Sculture 
 









fig. IV.2.61  バッチョ・バンディネッリ《戦闘する
裸体の兵士たちの習作》ペンと褐色イ
ンク、オックスフォード、クライス
ト・チャーチ絵画館 inv. 0090 
 












fig. IV.2.65 バッチョ・バンディネッリ《2 人の裸
体男性像習作》フィレンツェ、ウフィ
ツィ美術館版画素描室  inv. 6896F 
recto 
fig. IV.2.66  ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ《ヘラ
クレスの物語習作》（fig. III.2.9 部分） 
 
fig. IV.2.67  バッチョ・バンディネッリ《レダと白
鳥》1512年頃、板に油彩、パリ大学 inv. 
44, monuments historiques, 24.12.1974 
 
fig. IV.2.68  バッチョ・バンディネッリ《レダと白
鳥のための習作》1512 年頃、ペンと
褐色インク、フィレンツェ、ウフィツ
ィ美術館版画素描室 inv. 509F 
 
fig. IV.2.69  ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ《ヘラ
クレスの物語習作》（fig. III.2.9 部分） 
 
fig. IV.2.70  バッチョ・バンディネッリ《人物群像
と骸骨たち》ペンと褐色インク、ロー
マ、国立素描版画室（ヴィッラ・ファ
ルネジーナ）inv. FC 124258 
 





fig. IV.2.72  アントニオ・ポッライウオーロ《ヘラ
クレスとアンタイオス》（fig. III.1.56） 
 
fig. IV.2.73  バルトロメオ・アンマンナーティ《ヘ
ラクレスとアンタイオス》（fig. III.1.61） 
 






































素描版画室 inv. 6752F recto  
 
fig. IV.2.83 ポントルモ《3 体の裸体人物像習作》
フィレンツェ、ウフィツィ美術館素描
版画室 inv. 6543F recto 
 
fig. IV.2.84 ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ《ヘラ

























































28.2 x 25.3 cm、アムステルダム国立美






術館 inv. 187 
 






fig. IV.2.99  ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ《ヘラ
クレスの 12 功業の噴水の構想》（fig. 
III.2.8） 
 
fig. IV.2.100  ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ《ラ
オコーン》大理石、個人蔵 
 




























































fig. IV.3.10 ミケランジェロ《勝利》（fig. III.2.37） 
 




































fig. IV.3.20 アンマンナーティ《ネプトゥヌス》195 
cm、パドヴァ、ストロッツィ宮殿 
 
























に黒石墨、538 x 415 mm、パリ、ルー


















の高い水槽を示す）」（Heikamp 2011, p. 


































イライト、172 x 291 mm、パリ、ルー
























種のインク、235 x 185 mm、オックス
フォード、アシュモレアン美術館 inv. 





イト、419 x 286 mm、ロンドン、大英













































203 x 331 mm、バイヨンヌ、ボナ美術





























































面図：Heikamp 2011, p. 191より部分転
載） 
 












































国立美術館 inv. Depositi, n. 141（fig. 
III.1.9） 
 
fig. V.1.7  アンマンナーティ《パルナッソスの泉》
大理石、213 cm、フィレンツェ、バル
ジェッロ国立美術館  inv. Depositi, n. 
139（fig. III.1.10） 
 
fig. V.1.8  ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ《ヘラク
 26 
レスの 12 功業の噴水の構想》1562 年
頃、433 x 253 mm、紙に尖筆、黒チョ
ーク、ニューヨーク、クーパー・ヒュ





想》所在不明（1982 年 12 月までロン
ドン）（fig. III.2.17） 
 
fig. V.1.10  ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ《ヘラ
クレスの物語習作》1569年以降、350 x 
450 mm、紙にペン、褐色インク、パリ、
ルーヴル美術館 inv. 1573（fig. III.2.9） 
 





fig. V.1.12  アンマンナーティに帰属《ネプトゥヌ
スの噴水のための計画案》1560 年頃、
ペンと褐色インク、銀尖筆、赤色天然
石（サンギーヌ）、木炭、430 x 286 mm 、
パリ、ルーヴル美術館素描版画室 inv. 
711 recto（fig. III.3.8） 
 





fig. V.2.1   エネア・ヴィーコ《バンディネッリの
アカデミー》1561-1562年頃、エングレ
ーヴィング、306 x 479 mm、ボストン
市立美術館 inv. 1976.611 
 


























fig. V.2.7  バンディネッリおよび工房《クレメン










































































fig. I.2.11  
メディチ家別邸ラ・ペトライア 





fig. I.2.13  
ピエロ・デル・マッサイオ《フィオレンティア》 
（部分：サン・ガッロ門外のムニョーネ河の流れる地区） 





































































































































































（ルスティチ写本）c. 26 verso （部分）、15世紀中葉、
フィレンツェ、大司教座神学校図書館 
fig. II.1.7　   
マルコ・ディ・バルトロメオ・ルスティチ 
《サント・セポルクロへの旅路の記録》 
（ルスティチ写本）c. 12 verso （部分）、15世紀中
葉、フィレンツェ、大司教座神学校図書館 
fig. II.1.8　   
マルコ・ディ・バルトロメオ・ルスティチ《サント・セポルクロへの旅路の記録》 















































fig. II.2.12　   
作者不詳《ライオンの水場》 
フィレンツェ、オルランディーニ宮殿 
















アルバート美術館  inv. no. 475-1864 



























fig. II.2.23　   
ヤコポ・ベッリーニ《洗礼者聖ヨハネ聖堂の装飾》 


















1597年、222 x 400 cm、カンヴァスにテンペラ、 

































































fig. II.3.24　モントルソリ他《オリオンの噴水》（fig. II.3.15） 
fig. II.3.26　 
「オリオンの噴水の平面図」 
Hittorff-Zanth 1985 より転載 




fig. II.3.33　「ダイダロスとイカロス」  
fig. II.3.32　「エウロペの略奪」  fig. II.3.31　「ペガソス」  
fig. II.3.29　「ナルキッソス」  fig. II.3.30　「ディアナとアクタイオン」  
fig. II.3.34　「プリクソスとヘーレー」  
fig. II.3.27　「アキスとポリュフェモス」 fig. II.3.28　「イシスとオシリス」  
すべてモントルソリ《オリオンの噴水》（fig. II.3.15：水槽凸部浮彫装飾部分） 
fig. II.3.35　   
《テヴェレ河》と水槽凹部装飾、小水盤 
fig. II.3.38  
《ナイル河》と水槽凹部装飾、小水盤 
fig. II.3.37  
《カマロ河》と水槽凹部装飾、小水盤 







































































































































































































































































































































































































































































































































































fig. III.1.1　   
ジュスト・ウーテンス《カステッロのメディチ家別邸の景観》 
1599年、キャンバスにテンペラ 
フィレンツェ郷土史博物館  inv. 1890, no. 6316 






















































1537-1539年頃、板に油彩、93.7 x 76.4 cm 











































































































ネ》1520年頃、板に油彩、75.8 x 57.6 cm 









































































































fig. III.2.4　   
フィレンツェ、ピッティ宮殿付属ボーボリ庭園イゾ
ロット俯瞰写真 








fig. III.2.6　   
ジュスト・ウーテンス《ピッティ宮殿、ボーボリ庭園、ベルヴェデーレ要塞》1599年 
フィレンツェ、郷土史博物館 








fig. III.2.9　   
ピッティ宮殿付属ボーボリ庭園
「アンフィテアトロ」全貌写真 
























1665-1691年、エッチング、210 x 286 mm 
（Giovanni Giacomo de’Rossi, ed., Le fontane di Roma nelle 
piazze e luoghi pubblici della città con li loro prospetti come 
sono al presente, Roma, 1691, vol. 1, pl. 4） 































































































































































大理石発注リスト2より石材④ fig. III.2.33　 
大理石発注リスト2より石材⑤ 
fig. III.2.34　 











1571-1575年頃、ペン、褐色インク、黒チョーク、尖筆、205 x 330 mm 


















































































fig. IV.1.1　   
バルトロメオ・アンマンナーティ《ユノの噴水》（展示風
景）フィレンツェ、バルジェッロ国立美術館 






fig. IV.1.3　   
アンマンナーティ《ユノ》 
大理石、180 cm、フィレンツェ、バル





inv. Depositi, n. 132 








ジェッロ国立美術館 inv. Depositi, n. 140 
fig. IV.1.9　アンマンナーティ《アルノ河》 
大理石、230 cm、フィレンツェ、バルジェッ
ロ国立美術館 inv. Depositi, n. 141 
fig. IV.1.10　アンマンナーティ《パルナッソスの泉》
大理石、213 cm、フィレンツェ、バルジェッロ国立 
美術館 inv. Depositi, n. 139 
figs. IV.1.4, IV.1.5　   
アンマンナーティ《孔雀》 
大理石、63 x 83 x 27 cm 
フィレンツェ、バルジェッロ
国立美術館   







《ユノの噴水》の再構成案（Dezzi Bardeschi 1969）  
fig. IV.1.15　 
デトレフ・ハイカンプによる《ユノの噴水》の再構成案
































































































































Jacopo Rilli, Noticie Letterarie, ed istoricheintorno agli uomini illustri dell’Accademia 
fiorentina, Firenze, 1700の扉絵より転載 
fig. IV.1.53　   
バルトロメオ・アンマンナーティ《ユノの噴水》（fig. III.1.2） 
fig. IV.1.54　   
アンマンナーティ《フィレンツェ》
（fig. III.1.8） 








fig. IV.2.1　   
《ヘラクレスとカクス》 
fig. IV.2.3　   
《ヘラクレスとアンタイオス》  
fig. IV.2.2　   
《ヘラクレスとケンタウロ
ス》  ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ、大理石、フィレンツェ、ヴェッキオ宮殿大広間 
fig. IV.2.4　   
《ヘラクレスとアマゾン王
ヒッポリュテ》  
fig. IV.2.5　   
《ヘラクレスとエリュメン
トスの猪》 
fig. IV.2.6　   
《ヘラクレスとディオ 
メデス王》  






fig. IV.2.8　   
ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ 
《ヘラクレスの12功業の噴水の構想》 
1562年頃、433 x 253 mm 
紙に尖筆、黒チョーク 
ニューヨーク、クーパー・ヒューイット 
美術館 inv. 1942-36-1 
fig. IV.2.9　   
ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ《ヘラクレスの物語習作》 
1569年以降、350 x 450 mm、紙にペン、褐色インク 
パリ、ルーヴル美術館 inv. 1573 





fig. IV.2.11　   
ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ 
《ヘラクレスの12功業の噴水の構想》 
（水盤装飾：fig. III.2.8部分）  




fig. IV.2.13　  
ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ《ヘラクレスの12功業の噴水の構想》 
（水槽の浮彫装飾：fig. III.2.8部分） 









黒チョーク、28.8 x 21.6 cm 
パリ、ルーヴル美術館素描版画室 
inv. 10900F 
































































































































































































































































































fig. IV.2.30, fig. IV.2.31   
ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ《テセウスとヘレネ》 
（正面観、左側面観：fig. III.2.10） 
































fig. IV.2.39　   
ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ《死せるアドニス》 
1565-1570年、大理石、68 x 166.5 x 65 cm 
フィレンツェ、バルジェッロ国立美術館  inv. Sculture, n. 6 
fig. IV.2.42　   
ミケランジェロ《勝利》
（右側面観：fig. III.2.37） 














ローティ inv. 192 





（fig. III.1.61）  




fig. IV.2.46　   
《ヘラクレスとアンタイオス》(1560年以降補作修復） 
大理石、1-3世紀、フィレンツェ、ピッティ宮殿 




fig. IV.2.48　   
《ヘラクレスとアンタイオス》大理石、1391-1405年頃、
フィレンツェ、大聖堂、ポルタ・デッラ・マンドルラ 
fig. IV.2.49　   
レオナルド・ベゾッツォ《ヘラクレスとアンタイオス》
（部分）写本挿絵、1440年頃、ミラノ、Coll. Crespi-Morbio 










fig. IV.2.51　  
ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ 
《ヘラクレスとアンタイオス》（fig. III.2.3） 




fig. IV.2.54　   
ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ《ヘラクレスの物語習作》（fig. III.2.9） 










 inv. 1895,0915.562 
fig. IV.2.57　   
バッチョ・バンディネッリ《レダと白鳥》
（部分）1512年頃、板に油彩 
パリ大学 inv. 44, monuments historiques, 
24.12.1974 
fig. IV.2.58　   
バッチョ・バンディネッリ 
《ノアの酩酊》（部分）1530年、大理石、60 x 130.5 cm 
フィレンツェ、バルジェッロ国立美術館 inv. 311 Sculture 




fig. IV.2.59　   
ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ《ヘラクレスの12功業の噴水の構想》 
（水槽の浮彫装飾：fig. III.2.8部分） 
fig. IV.2.61　   
バッチョ・バンディネッリ《戦闘する裸体の兵士たちの習作》 
ペンと褐色インク、オックスフォード、クライスト・チャーチ絵画館 inv. 0090 
fig. IV.2.62　   
ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ《ヘラクレスの12功業の噴水の構想》 
（水槽の浮彫装飾：fig. III.2.8部分） 












版画素描室 inv. 6896F recto 




fig. IV.2.67　   
バッチョ・バンディネッリ 
《レダと白鳥》1512年頃、板に油彩 
パリ大学 inv. 44, monuments historiques, 
24.12.1974 





版画素描室 inv. 509F 
fig. IV.2.69　   
ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ 
《ヘラクレスの物語習作》（fig. III.2.9部分） 
fig. IV.2.70　   
バッチョ・バンディネッリ《人物群像と骸骨たち》
ペンと褐色インク、ローマ、国立素描版画室
（ヴィッラ・ファルネジーナ）inv. FC 124258 
















































フィレンツェ、ウフィツィ美術館素描版画室 inv. 6689F recto　 
fig. IV.2.83　 
ポントルモ《3体の裸体人物像習作》 


























fig. IV.2.89　   
ミケランジェロ《最後の審判》 1536-1541年、フレスコ、13.7m x 12.2m 
ヴァティカン、システィーナ礼拝堂 





fig. IV.2.92 　 
ヴィンチェンツォ・デ・ロッシに帰属《ヘラクレスとケルベロスの犬の泉の構想》
（中段軸足装飾：fig. III.2.102部分） 









ミケランジェロ《ヘラクレスの功業の習作》1530年頃、赤チョーク、27.2 x 42.2 cm 




1507年以降、エングレーヴィング、28.2 x 25.3 cm 




ペンと薄い褐色インク、32.1 x 20.8 cm 
ヴェネツィア、アカデミア美術館 inv. 187 






fig. IV.2.99　  
ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ 
《ヘラクレスの12功業の噴水の構想》（fig. III.2.8） 
fig. IV.2.100　  
ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ 
《ラオコーン》大理石、個人蔵 




fig. IV.2.102　  
ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ《ラオコーン》
（蛇の頭部：fig. III.2.112 部分） 






































紙に黒鉛筆、230 x 174 mm 





（サンギーヌ）、木炭、430 x 286 mm  




















































































1544-1545年、紙に黒石墨、538 x 415 mm 

























































サンギーヌ、白のハイライト、172 x 291 mm 













235 x 185 mm、オックスフォード、 
アシュモレアン美術館 inv. Parker 292 recto 







419 x 286 mm、ロンドン、大英博物館  
inv. 1887,0502.116 









fig. IV.3.50, fig. IV.3.51, 






1516年、紙に赤チョーク、250 x 118 mm 
ロンドン、大英博物館 inv. 1860,0714.2 
fig. IV.3.55　 
ミケランジェロ《ラザロの蘇生のための習作》
1516年、紙に赤チョーク、250 x 183 mm 
ロンドン、大英博物館 inv. 1860,0714.1 
fig. IV.3.56　ミケランジェロ《ラザロの蘇生のための習作》
1516-1518年、紙に赤チョーク、203 x 331 mm 









木炭、430 x 286 mm  


























































































国立美術館 inv. Depositi, n. 141（fig. III.1.9） 
fig. V.1.7　  
アンマンナーティ《パルナッソスの泉》 
大理石、213 cm、フィレンツェ、バルジェッロ 
国立美術館 inv. Depositi, n. 139（fig. III.1.10） 
fig. V.1.8　  
ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ 
《ヘラクレスの12功業の噴水の構想》 
1562年頃、433 x 253 mm、紙に尖筆、黒チョーク、
ニューヨーク、クーパー・ヒューイット美術館 
inv. 1942-36-1（fig. III.2.8） 
fig. V.1.10　 
ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ《ヘラクレスの物語習作》
1569年以降、350 x 450 mm、紙にペン、褐色インク、 











赤色天然石（サンギーヌ）、木炭、430 x 286 mm  
パリ、ルーヴル美術館素描版画室  










306 x 479 mm、 





















































fig. 2  
レオナルド・ダ・ヴィンチ 
 《ネプトゥヌスと海馬》 
1504年以前、紙に黒チョーク、251 x 392 mm 
ウィンザー城王室図書館 inv. RL 12570 
fig. 3 
バッチョ・バンディネッリ 《ネプトゥヌス》 
1554-60年頃、 紙に黒鉛筆、23 x 17.4 cm 


















































【左】 fig. 15 
バッチョ・バンディネッリ 
《オオカミの頭部》 
（fig. 10の台座部分）1534年、大理石 
フィレンツェ、シニョリーア広場 
 
【右】fig. 16 
フランチェスコ・カミッリアーニ  
《の頭部》  
（fig. 1の下層部分）大理石 
パレルモ、プレトーリア広場 
 
